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本年報は，2017年度に実施した調査に1具lするものである．

2017年度の調査で特箪すべきは，本荘北地区の医学部附屈病院旧管理棟の取り壊しにと

もなう調査―1708調査地点で日向と熊本城を結ぶ日向往遥の旧ルートと考えられる道路

跡が発見されたことである日向往速のIIJルートが考古学的に発見されたのは初めてで

ある．主にこの調査にあたったのは吉留広調杏員であり ，彼の粘緻かつ粘り強い調究がな

ければ発見に至っ ていなかったかもしれない．我われのセンターでは． 2018年12月から

2019年4月末の期間，速報展示 「発掘されたメインストリート」を開催している．関心の

ある方は，是非とも足を迎んでいただきたい．

また．「熊本地裳」の復興事業で繁忙を極めるなか 2017年11月・ 12月には鹿児島大学

埋蔵文化財調査センターの新里貴之助教に派造職員として発掘調査の御支援をいただいた．

これは．鹿児島大学埋蔵文化財調商センターの御理解と施設部の特段の御配慮によ って実

現したものである新里貴之助教ご本人はもちろんのこと．実現にむけて御尽力くださ っ

た関係各位に厚く御礼申し上げる．大学間の調壺業務での支援は．おそらく初めてのこと

であり，調杏に従事する者の貴重な交流の機会ともなったことを特記 しておきたいこの

貨重な経験は．双方の埋蔵文化財調査センタ ーの今後の迎党に活かされることと思われる

2019年3月

国立大学法人熊本大学埋蔵文化財調査センター

センタ ー長伊藤正彦



例呂

I.,,1叫｝は熊本大学構内におし 1て．2（）l6年4I--l l「1から2017年3/J末

日まで行われたJII,・，んせ文化財0)，』,.）1tおよぴ熊本大学埋祓文化財、il在七

ンターの活動内容に関する年次汁H'.;・,内である，

2. 構l）、l辿党の調1tは， 111；・年度に引き続き．年次と調1積liをl.<.す調査

配｝で表すこととし，Illi：沿物や，記録類もこの番サで屯現 ・岱理し

ている．

3.辿跡略号は．地区ごとにローマ字3文字で以下のように必；じし

た ．黒嬰II0磁跡ltt,11.＼髪1ii地区 (KKS)．同北地区 (I<KN).,j叫這・

跡本荘北地区（l戻学部附属病l浣Il1'J.I)、J) (HJH)．同l―|！地「"X.(1111厄学部

構内）（llJM). IIil Iti地区 { I笈学{;•I；保健学科•tlliri、l ) （Kl lJ)．如J湛t

跡群薬学部構I.J、1(HJP)．京10]令辿跡教脊学部附）屈小中学校構内

(Kt¥IS)，新南部辿跡／il・(新lfi部地区 (SNB).宇留毛神社周辺遺跡群

宇留毛地区 <URGl.kil．．逍跡1罪渡1Jじ地区 (OED).

I.辿物への注記ば雌跡略サ＋，J.Ij森番号＋出上辿構 ((、tii‘t)の順で

f i・った．

5. 本,,1rに掲載した辿物やその他のII',-l:iむ物および，J,'，)在にかかわる，iじ

録類はすべて熊4こ）く‘•;：：JIIりぶむ文化財謳11t七ンターにてi呆狩している．

6.本内の執策は． lIなを大坪心・・,1'..• 新旦'ti之 （鹿児島）＄学挫蔵文化

財，淵1t七ンター）• ill 阻J・・ ケン 1：は次郎 ・ 上野雄翡 · 古留広 付t,`,i1を

iり[Ulliligミ，他を大坪が行った．

7.本内の和集は）＜坪が行った．
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平成28年4月14日と1611，益城町を如 椋とする最大捉

炭7を観測する熊本地捉が発生した．熊本大学でも．文

化財や建物に甚大な被杏を受けた．本年は，熊本地震か

らの本格的な復典が始ま った年である．

今年l文の事業は．虚災被寓に対応する事業と，店災対

応のために保留となった通常の施設腋備事業がその内容

である．i彩災対応としては地媒の被7杯が深刻だったニ

つの建物の取り壊し ・新築刊建事業で施設整備事業は・

医学部附屈病院の環叫紐ii事業である．このほか．表 1

に示したよう に本年度に実施した祉礼介は．発掘調査が

3 （牛．立会が37件である．

i足災で被害が深刻だった建物の一つは京11|［地区の教

存詞11附属小学校管理棟で 111]じ場所で再建されること

になった戦後に建設された本学の建物の地下では既

往の調究により基礎の間に辿跡が残されている可能性翡

く，本地点でも解体時に基礎）,',11Jtl（既存建物外周）の逍

跡が彩評を受ける可能性を考慇し，晶礎解体前に立会を

行い），騒礎のIIllや基礎周辺の確認をおこなった．合わせて．

解休建物の範囲を超える新築建物の範1JJ1についても，確

詔をお こなった (1707調杏地．1¥). その結果基礎の1ill

や建物/i'illlHで古代の町'，It・辿物が確認された．建物周

lltlでは．調森区が狭長で全1本的な辿構の把握が困難で

あったが．辿跡の残存状況は良好と考えられた．今後．

本地区の管理棟南側の工事における．設計や調究の参考

となるだろう ．

被，りが深刻だったもう一の建物は．黒嬰南地区の旧エ

学部 l冽ifi（黒愛南 C2)である．本建物も同じ場所

で再建されることになった．浙築建物の範囲は．既存建

物より ．11:i![I)・東側に拡張する ，il両である．既往の調査成

呆で．当該既存建物の周1)J1に古代の追跡が辿されている

ことが判明 しており．京II「［地Ii.と1li)様に解イ本時に既存建

物基礎祁分と合わせて既存建物llillJIiについて確認をおこ

なった (1716・ 1724調ftJ應I位）．既イf建物は地下構造が

深<. 1-:11りなど浅い構造を除くと基礎の間に辿跡が残さ

れていることはなかったが），Fll)tlでは．予想どおり古代

の辿跡が確認された．本調1t地．I.＇．I:も．説J1t区は狭長で逍

跡の全体の把握は困難であったが．竪穴建物や大溝．多

数のピッ ト／作が検柑された．既イ［建物部分は既に失われ

ているが［嗅l村区の東 l’Lj両地域で実施されてきた調1t

成呆を結ぶ設重な情報となる．

表1 熊本大学敷地埋蔵文化財包蔵地指定一腕 （アミ部分は本年J虻拙l1tした地区を示す）

| No. 地区名（学部名） 所在地 遺跡名称 遺跡の種類 遺跡の時代 備 考 1 
想嬰北地区（法 ・ 文・教 • K教七ンタ ー） 熊本111中央区謀嬰2rl140-I .1.＼嬰町逍粉／作 集裕址 縄文 ・弥生 ・

黒嬰東地1をt教村学部附属特別父援学佼） 熊,1>:rli中央厄黒嬰5丁1117-1 奈良 ・̀II.、な

2 愚嬰ifi地区(...[• 理） 熊心Ir中央区黒愛2Tll39-I !.I.＼嬰LLLF辿跡群 集｛紅I・
純文 ・ 弥ll~ .
奈良 ・ 1;•安

3 原Ill［地区（教宥学部附属小 ・中学校） 熊本市中央l凶点IIIJ本丁5-12 印II［台辿跡 集格J1l: 弥生 ・近Ilt

Iヽ 城東地lX.（教脊学部附屈幼椎Ii(|） 1!g-4i1|i1|1リと1メJ成jilIII5-！） 熊本城J1I: 城餅油I:.熊本城l及l近Ill:
巡逍ti1；

5 教ff学祁浙南部農楊 熊4叫j東lヌ新南部 6丁 I」 5•8 新1trn11辿跡 散布地 縄父 ・,J/Jill!

1995年度の，一謁牡に
（う 沿1;1域f,i!Jfl科学教fi研究七ンクー l・.Rり切Ii松島町大字合iIt60/il liijl,,｝l ！塚 集沿h1•• 縄必 ・1}fJJ|： より貝塚でない

ことが1:lJIリl

,!.:;fl：中地区 （発生医学研究所．エイ 熊心Ii中央区本荘 2「II24
縄文 ・弥‘I:.

7 本II'：遣跡 散布地 ・集洛JJI: 奈良 ・平安 ・
ズ学研究七ンター等） q, Ill: 

似部`．． ｝E：北）地区 （医学部附属甜I浣・医学 熊本iij中央I凶似I;l「111-1
木ll：追跡 純文 ・弥IIi.

8 （熊大甜I浣敷 敗布地 ・集柑址 ． 占Jit．奈良 ・
地逍跡） 船地 平安 ・近代

熊本市中央区九品寺 4l. |1 本91：辿跡
縄文 ・弥11:..， ぷ！I淋j地区（保健学科等） 散布地・集裕J1l: 奈良 .• 11•安 · 周辺辿跡2'1-1 q, Ill: 

10 大i［地区（必学部等） 熊本1|i1|9央Ii大江本町5-1 ktl．．辿lが詳 ,if1紆」11: 余良 ・ •I<•久c 周辺辿跡

II il灼龍地I~ （課外活動施設） 熊本lli中央l区渡鹿4j.1_114 Jcil磁跡lIF りさ格J.tl・・ 奈良・ 11.安

12 'j玲1t地区（学生寄宿舎・耽且術令等l 熊本Il叫1央11l．．黒髪7J•Il 1瑠IthlI社J,{，i 散布地 弥II£• 奈良 ・

辺逍跡肝 1,.、女

l:l i度IJ¥[地区ばUi宿舎） 熊本市中央I~／紅徳 l lべ fl16徘 kil．．辿跡群 集裕J1I: 奈良・ •I’•安

14 祈K滉k（戦J.`1宿令） 熊本市中央r:(新柑敷l「n9酌lサ 新展敷辿跡 集俗址 奈良・平安
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表2 2017年度調査一覧

I調査期日 調査番号 一 地点名 調査の種類調査面積 時代 退構・迫物 」
17 ・ 4 ・ 5 I 7 0 l ('.,I會＼嬰1}i) 1→．学部研究ft科館11・1部J，騒礎；謁 I'i．会，A11t 15..!0ni 占代・近代 I: n1li器・ 須忠器 ・附磁

介 器・姓物），騒礎

17 ・ 4 ・ 17-28 I 7 0 2 （以IIIJ)教介学i.,IIII:tt屈小学校符Jり！棟新‘i灼 I.i．会瀾イt 493 9(） II.i }{) ; I |；・古イt fl:l,1：・ • } l：穴

に伴う必I収fi凶料j江 'li 近1せ

17 ・ 5 ・ 22 l 7 0 3 ( I廷甜 ） 特別，＇,•:,IE受軍棟給水w：水復 Ill [ Ii．会，•91り 1t 0.8-tni 

・Ji 

17 ・ 5 • 23 I 7 0 ・I (4<；II:1|1) 4ふfl旦11,tf也災・,1;:復Il|l;’li （プ 、＇i.会，.¥¥Jft 14 IOnl 古代 | ・ _ lllli器

ロックJ}jf.復Ill)

17 ・ 5 ・ 30 I 7 0 5 {}(i1:.1t.) 古じ'̀f：惰1,札↓KK I;1t、1り）•> V~i脊 り；会，汎11t 4(） 75111 

17 ・ 6 ・ 1- J 7 0 6 （イ<:I卜中）ライフラインIli1|：I・・’lt ＼I.会，淵ft 99:).IOni 古代・近lll: juYl¥. i,Y~. H'i"(. i:J/(. 

l l ・ 13 近代 建物J店礎

l7 ・ 7 ・ 3~ l 7 0 7 (J;¥ffif)昴(ffサti';|;[（il近Ilヽ＇`各1文1’r.fll!1東とり ，’［会，刈ft :i820111f 縄文 ・弥生 縄文 1；器 ・ 弥生 1：器 ・ 1 ••

8 ・ 28 こわし ['Ji 発拙，淵1t 古代・近iii: 師器 ・須恵器 ・陶磁悩 ・

1'i'11',J痙Vu',・ ｛上）i:・ • i/l1: · H 
穴

17 • 7 ・ 3- I 7 0 8 (I父11illJ，し悴 ・閑J立整iiii(1111・.ifl!1ii棟JR 、、［会，刈在 4691.7111"1 占代・近1lt !・.師器 ・須恵器. ~IJ 磁

18 ・ 7 ・ 19 壊し） 1:·f~ 発11,1,謁ft 近代 ：岱 ・11:)心・溝．逍路 ・fl・

穴

17 ・ 7 ・ 20 I 7 0 9 (4<：II：中）ガス整Lt:！侶じ源，没irtに伴う 1じ ，i:会，Jり1t ぷi.15 n{ なし なし

源り1込(})ための建木I:r'F 

17 ・ 8 ・ 28 l 7 I 0 （城東Ill[)教脊学部附屈幼{99:|iil1'；：J11!Hi逝 ＼＇［会，i,¥J1f l.7(in{ なし なし

止し竹｛りと‘lttU |l―l I: rli. 

17 ・ 8 • 28 I 7 I I (!.I．悽紐j)J;｛外掲示板設irtl―.’lf I,i．会19り1t 6.20 11{ なし なL

17 ・ 9 ・ I I 7 3 9 りj(Ill[)教ff学部附属中学校給水料：補修 (1.［会瀾牡l 0.4 8 n f 古代 なし
l..• l f. 

17 ・ 9 ・ 20 I 7 I 2 （人il:．It)イノベーションセンタ ー祈党 I9/：会，J,'i介 27.80111 なし なし

に伴う必I液樹木伐採除根業務

17 ・ 9 ・ 20~ I 7 I 3 (!！．＼嬰） i旺1,低架け杵えに伴う擁1陪改修 ¥9/：会，9.l'i牡 ll（かI.OOnf J ; （t. I l I II t ft 1,}. tl：大 ・溝 ．j直路 ・

18 ・ 5 ・ 14 その他 近Ill:・近代 ./i虹

17 • 9 ・ 28 l 7 l 4 （ぶ11:.It)西甜棟他災‘,1ftUIII l?li. （プロッ ＼7.会瀾在 56.5(） I l f なし なし

ク塀復111)

17 ・ 10 ・ 11-13 I 7 I 5 (）̀il:．It)イノベーション七ンター新‘蒻 立会，Ji1t 2 1 5 6(）nf なし なし
に伴う Ji. I咲配秤杵え 1:•)f.

]7・10・12- I 7 l 6 （黒嬰1ti)、＇．l．け髪IV-iC2取り版し 1..'）t I［会1月1t 3220.70ni なし なし

12 ・ 25 

17 ・ 10 ・ 16-18 I 7 2 3 (!！．＼嬰1h).,！．＼嬰IY..iC2J収り壊し l’.lliにif・う I/_会，Ji,11,: II. （) （） I I f なし 1:n11i r.ft • itr.'ど．閤if.中1.‘I,（
如m.J|：水竹沫ドじJi

17 ・ lO ・ 18~25 I 7 l 7 (.1リリi.It).,!．悽き．It:-1] 他災 ',1淮 lil.1111 :•J t 立会，．謁ft 1 3 1.63 1 1 { 近代 レンガ ・1L• 石J,j

17 ・ 10 ・ 19~.!0 l 7 1 8 （黒嬰lfi)1．．学部百周年，記念館前パナー 、グ→会，J/i1t 8.33 I 1 1 なし なし

ポールJ収成 1?li

17 ・ II • 7-8 l 7 J 9 ( jiし• III[ ） l: fi叫勿玖廷It1U||| l..’lf Iヽ［会，］，1l1t 9.65rd ,1.-rt l こ r.11i?.枯 • iji.'↓1： t杵

17 ・LI・ 7 1720 (！!．愧訊j}!.I．悽を1HCl北illlllii樹 l:1i I,i．今JIi介 ().(irl11{ なし なし

17・ll・ 7-15 1721 (!］,＼嬰北） ／i.泣j記念舟'i1hfiPI樹木移1値等＿1: I.i．会，•9\,lft 6 5.06 I I i l I I -f t U1li?.lf・り[i.，Liゼ杵

’l i 

17 ・ 11 ・ 2•1 1722 (4ふll9|I) ライフライン 11f1I,Oil：輪場取 ~,:会 1閏 1f. (i l.2(）IIi 近代 建物），騒礎
設） 1．．＇）i 

17 ・ 12 ・ 25~ l 7 2 4 (.'.I・し嬰1fn!.I．＼厖l・}jC2打匹；その他 l;tli. 立会，J,.l介 ,105.70111 古代 ・近代 I・．帥器 ・須恵器 ・鉄製

18 ・,1 ・ 13 発ihl,iり1f 品・陶磁器・ 1't幣 ・(I: 

},9:・ ・H穴・溝・ 近代建物

）よ礎

第 I立 本年度の調査概要
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し二旦1 | ＿調査番号 地点名 調査の種類調査面]7~
18.1.10~ ll.13.30 

18 ・I・ 10~18 ・ 
2 ・ l(i 

18 ・ I ・ 22-23 

18 ・I・ 31 

18 ・ 2 ・ 19-
LS・ 3 ・ 9 

18 ・ 2 ・ 21~23 

18 ・ 2 ・ 21 ~22 

18 ・ :1 ・ 6 

IS・ :i ・ 7~22 

2

3

 

．
．
 

3

3

 

．

．
 

8

8

 

18 ・ 3 ・ 23-
紺冷団J

18 ・ :l • 26 

JS・ 3 ・ 26-
]8 ・ 4 ・ ;i 

l 7 :l 8 （！．［度 ・It)サークル広場｝せ外給水竹J収杵 ｛f．会調査 10.21 nf ii |11.. 1 •. Jj[ ? 
t’ji 

I 7 2 5 （京LLLF)教ff学部附駈I|l学校（水脊ffi改P§ 、「会，A11t 2fi0.17rrl 弥11-:・,1ilt i 1 : l、1:.．t l: 9尺．J:JJ°i.
その他 I:'Jf 近Ill:

J 7 2 6 (．’J.！髪北）1がl"J耐設h|i強 1:·J~ ＇［会調究 15.IOni 近代 1ji』/i (」:： ｛沙和J).，A'I"!）,し

l 7 2 7 礎

I 7 IJ 0 (.,.I:¥!稔ltl/1.,・.":i記念館廻り l;｛外給水狩條 ；i.会，閲介← L05n1 近代 なし

理

I 7 2 8 (j<il,．．．It)イノベーシ ョン七ンク ー新‘i玲 I9!：会；消究 1 5 1. • 1 2 nf 古代・近111.. l：師器 ・須忠器・ 1!,1,J磁

に伴う支I：打iし線杵 l;Tli. 近代 樅 ・建物枯礎

I 7 2 9 （渡llt ) 教ff学部介｝9|｛新·tt•1じ気設fi附l_?li I•I＿会瀾介 il9.50n-l I’I'{ t 1:n11i拙

I 7 3 0 （渡lfl!:)教ff学部frlIlitit・itその他」：1t(ill I‘L会，消介 562.5011-l 古代 i・．師器

築 ・1琵械，股i{i)

I 7 :1 I (ii父IJ¥f2)ii§:1低住宅2りHilせ外ガス狩改修 I・！；会J:ift 1. 5 5 nf なし なし

エ’li 

I 7 3 2 （沿i1H;~fi ) /JIIHtl収りJ災し 1..’li I.f.会ふむ't l 8 (i. 30 ni 古代・近世 I:師器 ・須．＇ど． t:i．陶磁

器 ・溝？

I 7 3 3 （本；ll：中）木：lI:1|12（應I・作物災',It1UII11:’li I・［会，•Jiift fi6.30対 なし なし

1731 (.!.I.＼嬰）illi~11 低架 1ナ枠えに伴う擁墜改修 ＇［会，｝打i. 57.30ボ 占代・近lit l:il1li器 ・陶磁器・溝

その他 l;’li.（ガス設(iil?li) 

I 7 3 5 （黒嬰ll祀＼登移設T.’lt ，＇r．会，凋4ミ 1•11.00ni 近Ill:・近代 近路

I 7 3 6 (）ci 1:.It.）＜il:Iり）樹木1鈍/( ＼＇f．会，i¥l1t 28.25面 近代 レンガ

I 7 3 7 （新柑＇）)ll)新屈敷lサtti令取り壊しエ’li 、9/：会調査 220.20面 古代・近世 l ·. lli!i 器 ・ 須 恵器 • IItJ 磁

近代 淵 ・建物必礎

環｝姐糾iii事業としては本荘北地区の医学部附屈病院の

In料予l！棟収 り壊しが大きな事業であった．IH料fll棟の地

下でも ，枯礎フーチングと地lれ梁の間は，辿跡が破壊さ

れずに辿されていた (1708調壺地点）．本訛国地、点では．

熊本城と日向を結ぶn向往迎の1111レート と考えられる道

路跡が発見された．平地でありながら切通し状になって

いることも確認されたまた． IllI.:辿物によ って 1(（•II属病

院が現在地に移転した際に廃絶したこと も判明した江

戸時代から明治時代にかけての城下Ill［の変造を老える上

での枡しい知見として大きな成呆である．

このほか本荘南地区においてはライフライ ンの更新

事業にかかわる立会 • 発掘調1t. ！!．＼嬰北・ 南地区では新

しいi龍神橋の架柏工事にかかわる市道拡幅等：Ji菜に関す

る立会•発掘調4t等を実施し た．

今後も．復煎事業は維統されるぅ：定であり ．本学の環

槌 ・施設柩備事業も推進される．これまでの調壺｝成果と

今年度得 られた調査成呆，調在全般にかかわる経験と反

省を活かし．関連部署との辿携を保ちながら本務にあた

りたし‘・

今年炭は．特箪すべき小柄があった．）鹿児島大学埋蔵

文化財調1tセンターから． I］,¥J究員の支援があったことで

ある．人的体制の整備に1I'濾しているなか施設部の発

案と， 1Jじ児島大学の快諾によって実現した．調壺を実務

とする奇Ii織でのこうした人的交流 ・文^ 援は．おそらく初

の事例であろう．今年疫の事業を遂行できたのは．この

人的支援によると ころが大きかった．柔軟な発想と対応

をいただいた施設部及びIJ.. ［児島大学．IJじ児島大学J.lli蔵文

化）！柱胤在セ ンターには．感謝 II1し上げます．

第I章本年度の調査概要
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IIー 1 黒髪北地区 (|';l.1 2.3参照）

1. （黒斐北）龍神橋架け替えに伴う擁壁改修その

他工事に伴う立会調査 (1713)

く調査期間＞

2017年12月 5・II・ 18~20 ・ 26 ・ 2711. 20l8年 1月

25 ・ 26 ・ 30 ・ 31 LI. 2 J J 20~ 22「I. :1Jl13・14・19・ 

20日． 5月9・ 10 ・ 11 ・ 1411 

く調査面積＞

391面 （北地区）

く調査員＞

I：野雄伐．

く調査概要 ・結果＞

龍神橋架け枠えに伴い一般県逍337サ熊本菊陽線（以

下「県道」）の一部が拡幅される ことになったがその

際．龍神橋を通る 2級市逍渡／鹿4丁 11!！．団髪5「H第 1号

線 （以下 「南市逍」）の路線変更に伴う 一部拡張 ・立田

山入口交差点形状改1:.!.．2級市逍焦嬰2r I|．'附琵4丁1:1

第1号線（以下 「北I|i道」） の一部拡ljl/1¥も併せて実施さ

れることとなり ．これらに面した南北黒炭地区の擁槌改

修および付幣工事に伴う工事立会である擁壁本体が石

垣であることから，屈観に配慮して地 1．．部分はそのまま

移設し．基礎部分のみ改良を施すという l．．法を採ってい

る． 9月に人り． j直路炭界が現況より 0.lm |9、]｛IIllにある

として熊本市逍路課より敷地の明け渡しを求められたこ

とから南工区のうち250niについてと． 11: I II I I I人口交差

，点形状改良の設計変更により北工区のうち30111が追加で

..L事対象区となった．批l究期間中他地区での「．事が梨中

し．現行の人且では年会に対応できない状況が生じたた

め． 11月13・ 151」は鹿児島大学埋蔵文化］l1調 1tセンター

より新里i.＇t之氏の派追を受け実施した． l'f.］地区を ―□li•中

の12月19日．辿構のイf在を確認したため熊本lIi教育委員

会文化振輿課へ辿絡し．立会の中で記録保イf：するよう指

祁を受けた． 20l8年 l月30||．北地IX：においても辿構の

存在を確詑したため熊本市教育委貝会文化振輿課へ再疫

辿絡し．南地区と同様立会の中で記録I知出するよ う指郡

を受けた．追加対象区を中心とする一部の I?li・は年度を

越えて糾続し． 2018年4)110日，南地区において再び辿

構の存在を確認したため熊本市教育委且会文化振旧↓課ヘ

改めて辿絡し．立会の中で記録保存するよう指沿を受け

ている．

南地区からf.」ji府手 したため．南地区を lIX:．北地区

を2I~ と し．必要に1心 じて各小区に細分した．南地区に

ついては後述する

2aは北II了逍沿いの擁樅改修箇所のうち．環檄安全セ

ンター柚の1"1以南約50111区間である．怜i1llll約2.8mは過

よの擁陪改修 lこ事の際に制j'jljを受けており． i-）1:土の一部

は2a内に盛十．されてし、たこの陪から {Ii1-1 J{ 2、点と．

I ••[ii|i器の頸部が [li.9|I に II'i1-: している．擁壁の·j"f後に築

山状の盛上があり． その削‘|；•も含まれているため地表―l<

にまで掘削が及んだ範l)91は狭くなるがそれでも2aの

擁横後退は2.5~4 mに及ぶ）よ掘り箇所以外は北市道

の現況道路而までを掘削した このうち．包含陪まで掘

j'jl)が及んだのは県道沿い擁整の北21.6m付近までであ り．

以北は現代せI!•土にとどまる．掘削の）文んだ包含府は近世

で． 古代の包含附は抄i糾党の）未掘り箇所．地II I 11'(|'．で）岸さ

0.lm前後を確認したが北へ行くにつれて薄くなり．

作菜員詰所柚付近でなくなる．擁槌の1米掘り箇所0.8X

1!1l.6111では．県逍から作業員詰所横付近にかけて地表 F

0."1~1.3111で竪穴建物 l• K坑 2・溝 lヽ．道路 l・ fJ:ン:・

I ・.,f ~ I リ1辿構 2 を 検出したいずれの溝も l5 1 ~調森・

15211調在など近隣の調悧刈こは続かないようである．

2b は．県道沿いの枡環改修に伴う エ •:J i箇所である．

擁煎移設に際して支齢となった支線柱撤去箇所である

2b hは．支線をl：北際および西際を手掘りにより0.3x0.3m.

地表 F0.65m掘削し．根伽に結束されている令駈パンド

を露出させ切断し．支線柱を,JIき抜き撤よした．支線柱

設ii1,'に伴う掘方の範l)tlにおさま ったが掘方北難で近代

刈冬地／iりを確認 している． 辿物は11i:I-．していない． 2b②

は．県追沿い擁樅のう ち追加改修の対象となった約20111

凶iij である ． 2a で1~1!)］を確認した現代の擁峨改修は東

ijlll2 mまで及んでいたが．擁墜の梢み直し痕跡は束半分

で見られた．1!!J.ド分につし、ては外観に利'tみ直しの痕跡が

なく ．五尚時代の石坦であるとみられていた．札li)］埋土

掘削後のIilfihi観察により地表下1.4m付近ま で li.I怜l犬の

近代咀冬地陪を確認したが地表下0.6~0.Smにかけて一

祁に現代埋上が入ることから．外観上は1い翡時代のまま

に息えた区間においても部分(Iりに補修が行われている楊

合もあることが確認できた．

閑槌安全センター横のl"J移動に伴う工事立会を2cと

した大半は介ili装のやり粋えにとどまり掘j'jljを伴わない

ため． l"J柱部分のみ対象とした．舗装部分の一部は］734

Ii1,'情と重なる．既設の1"）周りは現代埋十．にと どま り辿

第 Il章調査の記録
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図2 黒褪北地区西半における調査地点配證図 (1/2000) 
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図3 黒艇北地区東半における調査地点配四図 (1/2000) 
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梢 ・辿物は確認されなかった 北{llI)1"l柱部分は1.Gx3.6 

mを掘削した地表下0.3mで地山を確認した現代埋

土にとどまり辿t1，It．辿物は確認されなかった．

印 lll]1"l柱部分は1.7X 3.6mを掘削した地表下0.25m

で地山を確認したが辿構 ・辿物は確認されなかった．

2dは北市追沿いの擁聖移動箇所のうち．環檄安全セ

ンター柚のl"J以北約13m区間である．擁檄は．Tfi端では

2mほど後退するが北側は動かず．北へ行くにつれて調

介区は狭ま っていく ．半分以 t．が擁壁枷）jと直なり ．南

写真 1 2a包含屁検出状況

写真2 2a竪穴建物床面検出状況 （北より）

慶、玉云轟5

写真3

（北より）

2a柱穴完掘状況（北より）

・{l[ljは現代枷1)jに切られるなど辿存状況は良好ではなかっ

た．擁墜秤後の盛土削平後の地衷f'0.7111で近1せ包含lf1

を確認し．地表下0.8~0.9111で地山を確認した． i咀位判断

I(liを観察したところ2.Gm幅の辿構断l爾を検出 した．

細長い油l1t区であり．部分的な1如呆ではあったが北

地区における追構分布が南東側へ広がる ことを確認でき

た点は．池l1t中に出土した布目瓦片と併せて卯味深い成

呆であったといえよう ．

写真4

写真5

写真6

2a不明造構検出状況 （北より）

2b②作業風娯 （南東より）

2b②北壁土府断面（南西より）

第 1]芸 調査の記録
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2.（黒斐北）黒俊北 N1他災害復旧工事に伴う立

会調査 (1717)

く調査期間＞

20171fl0月18.23. 24日

く調査面栢＞

I 31.63ni 

く調査員＞

大坪志子 ・山野ケン陽次郎．

く調査概要 ・結果＞

黒嬰北地区の地iJ足災古復旧に伴う工事に関わる立会を

実施した llカ所の施工箇所があったが．このうちCT・
⑨ • ⑩の 3区については辿跡の掘i'illに関わらないためじ

事菜者に掘j'jlj指示を出し立会は省略している．

①地点では．柚栽を撤去したのち，構内側から煎機で

石垣上而まで盛り 1：を撤去し．その後は石垣を一段ずつ

撤去しながら．裏込め部分を掘削していった． i立初の盛

土から0.95111下がったところで．辿構而 （地11|)と考え

らえるIl音褐色土）i，1が検出された．石坦の全而からは約

1 Ill背後である．控えが0.3111程度の1iij知石の秤後0.7111

に礫を相当批秘んで裏込めとしている構造である．辿t1，1j:

写真7 ①地点石垣解体作業風景（西より）

①地点裏込め撤去追構面検出状況（東より）

9’ — ――•、Ti.... し→国一贔←つ如9-“”“じ,ば-＝

i(ll （地山）の掘j'jljは上部のほうがやや1}｝lく （幅広い）よ

うである． ①地、1!.，：は11とド段まで撤去せずに． F 3段は残

してヒ部のみの梢み匝しであったこのため．盛 1：から

0.95mまでは札l:i'ilJをおこない以後は1l:J灰II石を外しなが

ら裏込めを丁字に撤去して梢み直すよう方法を確認して

終了した

②地，点は．①地点同様に上部の植栽．盛り上を撤去し．

石垣撤去と裂込めの撤去を進めた．裏込めを撤去しても，

この範問では辿構面 （地山）は検出されなかった． ’も地

、点は最下段まで撤去した．裏込めの朕に辿構而 （地山）

の卜が付祈 ・混在している箇所があり．石J1i造成時に追

構I(i （地山）を削平しているようである．厳下段の間知

石のドには． 二I'.．台として｛浩が敷いてあり．これらを外さ

ないまま最下段は枯本的に調整することを確認した． •I判

直に裏込めを外して梢み直すよう指祁して終了とした．

写真9

写真10

②地点石垣解体作業状況 （北東より）
, -.--'·• F~,,. 

②地点最下段調整作業状況（東より）

≪ 萱ニ` ・`

・
ー
ノ
・
｀

、一
r
 

③地、＇！．［、も他の地点と j,ij様で盛りヒを撤去したのち．

裏込めを確認した．」益1¥2段のみの利tみ直しでこの範

問では辿構 l面 （地 l.11 ) は検出 されなかった． •I孔重に泌込

めを外して梢みllり：すよう指祁して．終 J’ した．

第 II豆 調査の記録
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写真11 ③地点作業風最 （東よ り）

写真12 ③地点石垣撒去状況 （南よ り）

⑩は規嬰北地区北端の教宥学部棟の北側にあたるフェ

ンス撤去に係る工事である．強い勾配で領斜した地形の

上にフェンスが設骰されておりこの基礎周圃の東西33

m. 1j1,,¥l.6mの掘削である．），韓礎部分を 2カ所試掘した

ところ，基礎の引き抜きは地表下30cmの掘1'illで1Hl題ない

とのことで全て現代埋土内におさまるため，工事業者

に指ボを出して掘削を進めさせた．

①，⑤．⑥．⑧は！叫稔北地区をlIHむ石垣南辺の修復に

係る工事である．これらは明治22年に竣工した第五j•,':j等

中学校の石垣に相当する．石垣は南辺東側の数メー トル

が部分(lりに校正に利＇tみ直された痕跡が確認できるがそ

れ以外の多くは製造当時のものと考えられる．施工箇所

は熊本地震によって梢み上げられた石材が大きくずれた

箇所にあたる．

⑤は畑瓦造の正1"！西端から南に4.lmの位iiItの石坦の

修復に係る」ぴJi-である．諏機の動線と作業の都合」・..石

垣の I．．で諏機を動かす必要があり ，石垣上にあるッバキ

垣根を一時的に抜根してから掘削を 11}1Jr1した石頻角か

ら南北1.2m.東西1.9mの範囲を掘j'jljしたところ．地表

下］0cm程で石垣の裏込めにあたる石材と瓦）t.辣瓦片が

検出されたこれら石垣石材の背後には10~30cm程の円

第1I迂調査の記録

写真13 ⑩区人力掘削作業風景（東より）

写真14 ⑩区掘削状況（東より）

写真15 ⑤区石垣修復前状況（南より）

‘̀  

礫か敷き詰められており． 1-i垣の而から約60(.`Ill下がった

位i代に掘方の樟目が確認できた上から 5つの石材を一

度除去し．裏込めli材を必!災分だけ収り除いた後．石材

を•t襄重に梢み廂したこの修復の際には円礫をできる限

り石材の裂込めに使川するよう指示をした．調査では石

垣の掘）テ埋土内のみを掘削したため．近代以前の文化1杓

には彩評がなかった また．隣接する④ ・⑥ も同様の利i

み方とみられたため．掘削作業に注滋を払いながら作業

を進めるよう指示した．



⑧は黒嬰北キャンパスの石垣南西角にあたるこのイi

垣周辺は他と比べて石材同士の11:Jの隙間が大きく． 明治

以降に行'tみ直したとみられる．石垣上の地而には円（務が

多数散布しており ．和み直しの際の裏込め石と考えられ

る． Iiii町りの石材のう ち2つをはずし．裏込め石を少批

除去した上で石材を再設iiftした他のずれた石材につい

ては煎機で判lして元の位1社に直すことができたため．土

の掘削は伴わなかった．石垣掘方埋土内の疎瓦と瓦片の

み少批持ち紺った．

写真16 ⑤区重機伐根風景

竺-

写真17 ⑤区石垣上部裏込め石検出状況（北より）

，，，・ヽ / / : I 

写真18 ⑤区石材取り外し後裏込め石露出状況（南東より）

;r- 裕tず―•一—•9•.

im ヽ．? ̀9A 
ヽ

l l 

写真19 ⑤区石材修復作業風景 （南東より）

よ□•一今 = --
写真20 ⑤区石垣修復後 （南より）

．郎
—m 

写真21 ⑧区作業前風景（南西より）

写真22 ⑧区重機作業風景（南西より）

第 1I迂網査の記録
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写真23 ⑧区裏込め除去作業風景 （西より）

写真24 ⑧区掘削状況 （西より）

3 （黒髪北）五高記念館南側樹木移植等工事に伴

う立会調査 (1721)

く調査期間＞

2017年11月7日・9El・11El・l5日

く調査面栢＞

52.25面

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要・結果＞

平成28年に発生した熊本地姦によって被災した五翡記

念館の修復工事に際し．足楊組立の1培害となる記念館周

囲の樹木 2本および記念碑を移設する］―．．ijiである．

7 ・ 9 ・ 11日に最初に移植先の掘削をおこなった．

移植先は．五高記念館の南fl!IJ60m付近の緑地俯である．

移植は仮骰きで五裔記念館の修復工事が完了すれば．

元の位骰に戻される予定である．

1.5 X 1.5m. 深さ0.2~0.4m(A地 点 ）と．1．6x l.6m. 

深さ0.3m(B地点）の1111状の浅い穴を掘削 した．いず

れも郡土内で．辿物包含l杓や辿構而に逹することはな

かったのちに移植先は変更となる （後述）．

第1I章調査の記録

写真25 移植先 A地点作業風景（南より）

写真26 移植先 A地点掘削状況 （南よ り）

ふ→天云—可涵!て

写真27 移植先 B地点掘削状況（西より）

｀ 』

ヽ

次に移植元である樹木の抜き取り作架をおこなった．

五翡記念館東拠の南束に位iiItする松 （①) では．周l!ll約

3.6x3.0mをIIIL状に掘削した地表下0.2mで辿物包含/(1

を検出 した い(11を梢ftしたが辿構は確認されなかっ

た．掘削を進めたところ．地表下0.9mで地,1,に達した．

これ以上の掘削はおこなわずに．根鉢を作ることを確認

し．れ＇頃に作業をおこなうよう指ぷをした．須出器の破

片が 1.'.'.(II¥,-.した．



写真28 ①松周囲掘削状況（南西より）｀ ・よ

写兵29 ①松周囲掘削状況（南西より）

li.1i:j記念館中央の束(Ill（②） に位iiitする木述は． lhl|）H

を約3.0x2.9m掘削した地表 1-:0.3111で辿物他含陪を検

出 した． I：而を梢ィtしたが．辿構は確認されなかった．

地表 F0.9~1.0mまで掘 削を 進め たが 地lllに達するこ

とはなかった この深さで根鉢を作る作業をおこなうこ

とを確認し．立会を終了した．辿物は． J~I！土中から」潅iii

器J「と須恵器片が11,1I:した．

写真30 ②木蓮周囲包含府検出状況 （南より）

-—--―巧

9.i 

r 

13 

②木蓮掘削状況 （南より）

「国指定屯要文化財」の椋柱 （③) は．木述とは Ii.ぶ：J

記念館の中央人IIをはさんで西側に位骰する．椋注設iiIt

時の周囲の枷切内でl.7X J.7mを地』ぐ下0.6111まで掘i'il]し．

クレーンで吊 り 1こげて撤上した．

辿物他含）杓や辿構l而への影翠限はなかった．

写真32 ③石碑撒去作業風袋 （南より）

写真33③撒去後状況（北西より）

先に抜根された樹木(I. :lの移植先として．教有学部

束教室のIF.1"l北11IIlにある緑地 2箇所を掘削した．

」（マツ）移植に伴う Cはl.9X1.83m. 地表ド0.74m

の掘削で現代J1ll|-．にとどまり辿跡への影押はなかった．

第n迂調査の記録
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② （モクレン）移植に伴う D地点は2.06X 1.85m.地

表 1'0.85mの掘削である．掘方北墜から地表下0.47mで

コンクリー ト製の建物基礎が検出された．掘削中．鉄筋

で繋がったコンクリート塊が大故に1-l'i」：： し．基礎を破砕

後そのまま埋め戻したとみられる．現代J..ill土にとどまり

辿跡への影評はなかった．これ以上の掘削はないことを

確認し．立会を終了した．

写真34 C • D調査区近景 （西より）

写真35 C土恩断面 （西より）

4. （黒斐北）サークル広場屋外給水管取替工事に

伴う立会調査 (1738)

く調査期問＞

2018年1月JO-ll・ 13H ・ 30日

く調査面租＞

l9.38ni 

く調査員＞

大坪志子 ・士野雄伐．

く調査概要・結果＞

黒髪北地区のサークル広場で水のIItt出があり．地下の

給水竹の4'il1t'iが1ii湛lと考えられた．応急処附のため．4il

似個所を探すことになり．その掘削に立ち会った．

残されている簡易な岡面では．給水箭は樹木の襄下を

第II迂調査の記録

写真36 作業風最（東南東より）

／＇ 

掘削状況全景（東より）

写真38 給水管検出状況（北東より）

南北に通っていた．樹木周囲には円型のウッ ドデッ キが

設iiItされており ．基礎はll,Iさ15cm程度の板状のものを約

50crn1iilI午的で立てて配骰している状況であった．基礎の解

体に相当の時間を要することから．基礎は残しその間を

掘j'jljした 当初．樹本の西半分のデッキを解体して掘j'jlJ

をおこなったが給水行が発見できず．束半分も解体して

掘j'jljをおこな った．樹木の根本の南東部．南側から 2つ

目の基礎I:ilで．図而よ りやや東側で給水管及び破祖個所

を発見した地表下約1.4Illで給水竹：を検／IIした． i勇水



のため．土IO1の確認は困難であった．応怠処樅に必要な

範間の掘削を似重におこない立会を終了した．辿物の検

出はない

応急処協ののち．広範囲での改修工事が計圃された．

樹木南側の破損個所手前から樹木の東側に迂lil管路を設

け．樹木北側で接続し直すよう計画が変更された．工事

中の 1月30日．辿構の存在を確認したため熊本市教育委

貝会文化振邸課へ辿絡し．立会の中で記録保存するよう

指麻を受けた．

迂回路の起点は．先に掘削した範囲のうち東端の0.7

XO.Smを作業空間確保のため再掘削した地表下1.4m

で給水管を検出地表下1.5111で確認した黒褐色土を切

り込むように埋設されている地表下1.55mからII釘褐色

土を確認した近冊埋土とみられる 地表下1.75mまで

掘削したが土は変わらなかった．

迂回路の終点は．サークル中心にある樹木を挟んで3.0

m北側をl.2Xl.3m掘削した地表下1.08mで給水管を

検出した．箭下を掘削r!1.地表下1.35mで地山と．（J,1森

区の北側から追梢を検出した．管下までは現代狸土であ

る．掘方内の地表下1.55mで礫を確認した大半は調壺

区外に広がる様子でこれ以上の掘削もないため． 詳細

写真39 調査区近景（南東より）

写真40 接続先逍構掘削状況（北より）

15 

は不明である．陶磁器細片が数点出土した．

起点と終点をつなぐ迂回路は． 0.7m輻を 2m ・ 4.8m ・ 

1.6mのコの字状に地表下0.65m掘削した現代埋士にと

どまり辿跡への影秤はない． これ以上の掘削はないこ と

を確認して立会を終了した．

5. （黒髪北）赤門耐需補強工事に伴う立会調査

(1726. 1727) 

く調査期間＞

2018年1月22・ 23日

く調査面積＞

8.27ni 

く調査員＞

士野雄箕．

く調査概要・結果＞

重要文化財である赤門に耐震補強梁を設附するための

工事立会である．

西側を①．東側を②とした ①は2.3X 1.64111,②は2.3

X 1.62111に加え．既設配岱確認のため東側1.1X 0.7111を

掘削した ① ・②とも地表下0.35mで玉砂利府を確認

した ①ではごみ穴とみられる現代掘方． ②では既設雨

水枡と配箭に切られており辿存状況は良好ではなかった

がこの陪と呼応するように赤門本体の石材表面処理が

雑に変わることから 歪砂利）蜀は五高時代の舗装而だっ

た可能性が高い．下位は0.2~0.4111整地）怜が入り．地Il_l

に至る． 玉砂利If'!を剥いだところ赤l"1基礎の際よ り0.4

m輻の掘方を確認した．掘方埋土．特に上府からはレン

ガ片が大姑に出土し．本体工事の際にレンガの加工残届

を埋め込んだものとみられる地表下0.9mまで掘削し

たが基礎の根梢みは途中までしか臨出しなかった本

休がフランドル梢みであるのに対し．根梢み部分はイギ

リス梢みであるこれ以上の掘削はなく． ②の桝 ・配管

は転用する旨を確認して立会を終了した

写真41 ②作業風景（北西より）

第lI章調査の記録



16 

写真42 ①玉砂利検出状況 （北より）

写真43 ②玉砂利検出状況 （北より）

6. （黒艇）龍神橋架け替えに伴う擁壁改修その他

工事（ガス設備工事）に伴う立会調査 (1734)

く調査期間＞

2018iド3月13[1

く調査面栢＞

17.0ni 

く調査員＞

ゴ：野雄鉗．

く調査概要・結果＞

龍神橋架け替えに伴うその他工事の一つで黒嬰北地

区におけるガス笠埋設に伴う 工事立会である． 1713(J1'，l森

の2c区と一部重なる．工事中に辿構の存在を確認した

ため熊本市教育委貝会文化振射↓課へ述絡し．立会の中で

記緑保存するよう指甜を受けた．

1.0 X 17mを． 2級市逍黒嬰 2丁且焦嬰 4丁 H第 1り

線 （以下 「市道」） から 3mまでは地表下1.5m. 以西は

地表下0.9m掘削した．市追側で地表下0.45m.西側 7m 

からは地表―rn.25mで地山を確認した． 市逍の西4.5m付

近から．地表―Fo.45mでii'lj:を検出した． 0.61111111,¥で池l'.111:I区

を柚断しており． ごtr:ili器・ 須忠悩細），1・が数、1!、1:1,L'， -Iこした．

第II章調査の記録

この溝から0.7m1!-Yにもう 一つ辿構を検出した大半 を

現代掘方に切 られており詳細はイ＜明である．171.3調布に

おいても．また周辺の1514・ 1524池lftlx：においても．こ

れらの続きとみられる辿構は確認されていない．

写真44 調査区近景（西より）

写真45 迫構検出状況 （西より）

写真46 溝完掘状況 （北より）

ヽ・ゞ`

``kF 



7. （黒斐）擁壁移設工事に伴う立会調査 (1735)

く調査期間＞

2018(,ド3J J 23 ・ 2711 ~組；条足l―lI 

く調査面栢＞

(120ni) 

く調査員＞

」．・阻i・雄鉗．

く調査概要・結果＞

一般県追337り熊本菊1傷線の拡輻に伴い．北側歩迫に

ある化捌のうち120ni分の低木（マメッゲ）を伐採除根

するための 1又li立会である．

範1)tl内のうちl4本を対象に実施したいずれも生育状

況が良好でなく．掘i'illを伴うことなく抜根できた．

樹木①～④ ・R ・⑦ • ⑨ ・ ⑬ ・ ⑭の抜取り痕から硬化

面を検出しており．これらの硬化而に根の育成を阻まれ

生育イ吐艮になったとみられる．硬化I(iiはいずれも 5cmほ

どの似さで地表下0.08m・ 0.15111付近． 0.26m付近 ・

0.31mの4I作に分けられる． 1726・ 1727調在において地

表下0.35mで］i，＇，勾II炉代の舗装面を確認していることから．

樹木⑦で確認した地表下0.:3lrnの硬化而が五高時代と想

定され．」：：位の硬化面はそれ以降のものとみられる．

写真47 調査区近景（西より）

写真48 樹木⑦硬化面検出状況（南より）
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当該時期の関述対絞として想定しうるものに．明治39

年 ( 1906) に設 ,i•. された熊本軽イ近鉄道株式会社の存在が

ある．軽1史鉄近とは蒸気機l!kJ111が小型客車l両を牽引す

るという輸送形態で． 明治41年 (1908)～大正 9年

(1920)にかけて南千段J:Ill（当時の県庁前） ー上立田1il]

（大津線） がIJ}•l 菜しており．路線内に 「五高前」 という

駅があることから． I．．．位硬化而は軌逍敷の路盤もしくは

五沿ii前駅令に伴っていた可能性がある．

8. （黒艇北）五高記念館廻り屋外給水管修理に伴

う立会調査 (1740)

く調査期間＞

20.l8イ1:. 1) l 3 1 |-I 

く調査面租＞

l.05ni 

く調査員＞

」：野雄it.

く調査概要 ・結果＞

]，：高記念館前で発生した漏水に伴う緊急工事である．

恨凪工事案件であったが辿跡の保存状況が良い五邸記

念館に近い楊所であったので念のため立会を実施した．

訓水箇所とみられる部分を0.8x0.7rnの範囲で掘削した．

地表下0.2111から玉砂利）f1と水逍符を検出したが，ここ

では漏水は認められず南隣0.6X 0.6111を掘削したとこ

ろ破祖箇所を発見した．先に掘削した範囲の一部0.2x

0.2111を排水ポンプ設iiItのため念速掘削し．排水後に梢

究した．竹は l‘.1IIIjが破祖しており ．水の勢いで破損個所

のドは直径0.2111, 深さ0.25111ほどの穴になっていた．粘

在の結呆．地よ<l‘.o.3mまで1;．(i少利）fi1, 地表下0.45mまで

賠褐色上を確認した．釜JJ）jとした箇所では地表下0.33

mまで1;.（沙利を多く含む朴i質叫汁地表下0.5111まで11打・

褐色 1：であった． じ砂利を含む）けは． 1726・ 1727調森地

点においても確認した IIぶ：j時代の舗装面で下位のII爵褐

写真49 溢水状況（南より）

第Il草調査の記録
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色士は近代整地1杓とみられる．

とを確認して立会を終了した

これ以上のJh1lj'jljはないこ

写真50 給水管検出状況 （北西より）

写真51 管下掘削状況（東よ り）

第rr章 調査の記録

II -2  黒髪南地区 (l~I 4参照）

1. （黒艇南）工学部研究資料館内部基礎調査に伴

う立会調査 (1701)

く調査期間＞

20j7年4月 517 

く調査面租＞

15.4111 

く調査員＞

大坪志子 ・吉留

く調査概要・結果＞

一｝ム．

店災被忠を受けた工学部研究1ft料館の復旧工事のため

に基礎の深さや構造．辿跡の状況｝文ぴ検／1,Iする深さな

などの1}i報を得るための調壺をおこなった

床は0.2X 0.25m, 8行 X11列のメッシュにカットして

床材を撤去した機械が設骰されていた場所には．補強

工事が施されており．その部分は掘削を避けた．

床は．木製のプロックを敷いているが，本地、1・＇．I；は1iil様

の木目松様のビニールシート が張ってあり．そのドは 2

lf’1に分かれるコンクリ ート が厚さ22cmあり ．その下は 3

~15cm大の製石と粗砂の況合物が敷かれている．その下

は，貨褐色の土1罹で．5 ~10cm大の條が円形に糾まれた

基礎状のものが等間隔で並んでいるのが検出された．疎

瓦建物が建設される前にあった建物の基礎と考えられる．

記録をとり ．これらを撤去した後深さ70cm程度まで掘

削したここまでは近世の土｝門で 古代の追物包含lF1の

上而を検出した状態である．今回の掘j'jl]はここまでとし

た．

次に．館内の柱と建物墜の基礎の深さと構辿を確認す

るため．これらの周囲のみ． より深く掘削をおこなった．

柱の北側を掘削したところ．土台として原さ26cm程殷

のコンクリートが打ってありその下は1未下1.4m程度

まで5en]前後の小石を固めた基礎が入っていた その I;

には再度コンクリート のような紺いt，騒礎と大きさ10数cm

の囲の府が確認でき た．

南側墜体の基礎は．既往の調査と同様に．床のレペル

から 5段の畑瓦が少しずつ外に出るよう持ち送り稲み

されており．その下は48cmの原さがある小石を況入した

モルタルの陪であるその下は大きさが20cm前後ある躾

が梢まれている．礫は床下1.42mまでは目視でき．ビン

ポールを刺してみたところ． 1.58mまでは礫の感触が確

認できた．

Iiiil!il墜体の掘削の際に．古代の追物包含／r-1を掘i'jIlし．

府中から土tili器が 1点出土 した．
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写真52 床材を剥いだ状態 （西より） 写真56 柱脇試掘状況 （南より）

写真53 前身建物柱基礎検出状況 （北より） 写真57 資料館南側壁体基礎 （北より）

I ,115 

）な
写真54 調査区北壁土屈断面 （南より） 写真58 資料館南側壁体基礎 （北より）

--- .... 

写真55 柱脇試掘状況 （南東より） 写真59 南側石皿出土状況 （北より）

第II荘調査の記録



2. （黒斐南）屋外掲示板設證工事に伴う立会調査

(1711) 

く調査期間＞

20171ド8JJ 2811 

く調査面栢＞

6.2ni 

く調査員＞

L・阻i・雄i't.

く調査概要・結果＞

.［学部 l；一潰'iiif（本に伴う 4本柱の）分外掲ぷ板移設に係

る 1:：Ji立会である．移設元を 1IX:．移設先を 2IX：とし，

4 4i分の掘削俯所のうちそれぞれ両端2筒｝りi.li1• 4地，,,'.(

について確認する こととした．

既設の掲示板は．基礎ごと抜き収って移設するため．

L I区では非礎周りの0.3m幅を掘削したそれぞれ地表

FO.48mで柱枯礎の捨てコンが確認され．杜．0)1）|き抜き

が1Ij能となったためそれ以上の掘削はしていない．現代

雌 lこにとどまり 辿構・辿物は確認されなかった．

2区は． 2aを1.7x l.Omを地表下0.5m.2bを2.0X l.Q 

mを地表下0.48mまで掘削したがそれぞれ現代J』l|；に

とどまり辿構 ・辿物は確認されなかった．これらの結呆

から追跡への彩押はないと判断し残りの箇所について

ぱI真陀I．．事を指示して立会を終（した．

写真60 1区作業風景（南東より）

写真61 1 a掘削完了状況 （南より）
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写真62 2a掘削完了状況 （南より）

3. （黒愛南）龍神橋架け替えに伴う擁壁改修その

他工事に伴う立会調査 (1713)

く調査期間＞

2017イド9) l 2(） ~ 22 . 25 | |． l l)] 9 . 1 3 . 1 5 . 1 6 . 27 . 

28・3011. 12)!18~21 ・271―l. 20] 8年1月16・ 18 ・ 19 ・ 

訓 ・2511. 4 J J 4 ・ 9 ~ 13 ・ 16 ・ 18~20 ・ 23 ・ 2511 

く調査面栢＞

493.64ni (I¥i地区）

く調査員＞

士野雄i't • 新叩'i之 （鹿児島大学埋蔵文化財調1tセン

ター）・大坪必 J'ー・111野ケン陽次郎．

く調査概要 ・結果＞

i}財111柏架け枠えに伴 う1titi:，笈改修その他工事の黒愛南地

区に伴 う 1;：Ji•立会である ． 経緯その他については．＇ ．l逍き北

地区の成呆で触れたとおりである．

laは擁整移設 ．樹木撤去に伴う工事である．擁壁移

設に伴う laCl)は ． ．I•I財屁 Ifi地区北束隅を 3m後退させる ．

擁陛背後の盛 1：はなかった．調壺区の大半は県道舗装l(li

まで下がるが現代即」：にとどまり ．移設先の擁槌掘方0.9

X8mにおいて地表ド0.81l~l.Omで地山を検出した現

代拙方に切られ検IIi状況はあま り良好ではない．I枡Ii追

の西2.5m付近か ら0.5mI|lhiの架石を検出した．辿物は近

世～近代の陶磁悩片 を 杵 I •• 出」： している．

la② は．擁横移設に支齢となる樹木の撤去に伴う l:
事である．掘）j内にあった樹木は掘削中に撤去を進めた．

現代JJI！土にとどまる．南市追沿いの擁堅から lm. 11昨擁

整掘方の 1m1Hにある樹本は1a③．幹の周囲0.9x1.1 m. 

地表下0.55mの掘削で撤よでき た 現代埋士にとどまり

追跡への彩押はない．

la内に存在し、支l骰となっていた地支線の移股 l：事

に伴う 1：事がIbである．移設元は擁檄掘方f)、1にあった．

金具は地表 Fo.8m，地111上に設1iなさ れており 辿構は確

第II菜調査の記録
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認されなかったため．金具の両側を地表下l..lmまで札II

りFげ．引き上げ撤去した．辿物は出土していない移

設先はオーガによる機械枷ii'iIlであったため掘削排一1:0)観

寮により 判断した地表―ド0.8mまで現代埋土で地表

臼．Imまで掘削したが下位は明褐色土であった地山

」：とみられる．辿物は11'，七せず，辿跡への影押はないと

判断した．

lcは．県道の立lll山人口交差点付近に設骰されてい

た支線柱および支線の移設に伴う 工事である．支線杜撤

去に伴う lc①は．支線杜左）協の0.3x0.3mを地表下0.5m

掘削し，地中の保持状況を確認したところ．支線柱は金

属パンドで根枷と問定されているだけであった．，t|両 で

は地中切断する ことになっていたがパンドを切断し．

引き抜き撤去となった現代且I［土にとどまり辿跡への影

押はない．le②は支線撤去に伴う掘削であるが．敷設

後に設iftされた駐輪場1木のコンクリー トが想定以上に）且

<. 0.1 mほと祈ったところでワイヤーを切断して掘削

を伴うことなく工事完了した． le③は支線柱移設に伴

う掘削である地表下0.5mまでを手掘りし以下2.6m

までをオーガによる機械掘削する計画であったため．手

掘り区間を通常の立会．機械掘削部分は掘削排上の観寮

による 9確認とした地表 F0.25mまでは礫を多く含む現

表t 0.55mまでは近代幣地／粋でその下に焦褐色1：を

認めた．包含陪とみられるが． 0.6x0.45mの掘削範lltIO)

うち北束隅のごく 一部にしか残っておらず．掘削範I川0)

大半は現代掘方によって占められていた．駐輪楊造成riij

の樹木抜収り痕とみられる．辿物は．近現代の陶磁器・

瓦・板ガラスと共にこtiiili}計片が1点出土している．オー

ガによる掘削では． 1 11111-1の掘削排七はII酎褐色 i・:1本で．

板ガラスを 1点確認した． 2 |nl l」の掘削排土は明褐色主

体で辿物を伴わない．31111日の掘削排土は砂質を幣びた

褐J火色土で辿物を伴わない．前述の包含附はオーガによ

る抑'jljを免れている．

ldは． 立田111入口交苑点付近から公用車車／Ili付近に

かけての擁壁改修に伴う約27m区間である．西へ行くに

つれて擁壁の後退幅は附えるが ldでは県逍舗装而以

Fまで現代埋土が続いており ．床掘り箇所のlmlllhiにつ

いてのみ立会を実施した．擁槌背後の盛上削平後の地表

F l.2~ l.8mまで近現代JJllI:で．下位は地山である．束

から7.7m付近において地表 Fl.6mで近世以降とみられ

る構造物を検出したほか 12.4m付近からは地表 l‘●,1.4m

で風倒木痕とみられるlf1位．横転を認めた．

公川車車廊の裏手． 1区のi囮側約27m区間をlcとした．

0.8~ 2.2 X 22.5 mのうち．県追沿いの0.8~0.9mはII]擁盤

拙方と直なる．調究区西側から擁壁背後の盛土l'ill1;•後の

第n互調査の記録

地表下J.46m付近で東西向き の溝を検/iiした．調査区東

端からは破砕され狸め戻された レンガ製桝が検出された．

ldとleの1iil，公／TI車車／il1の東側から雌学部北の駐輪

場にかけての約23m区間が1［であるバス倅留場を歩

道側に引き込むことから擁槌の後退l幅が大き<,検1,1i面

が県道舗装而より高かったことから．当調介区において

iIとも広い?J,',j介IX．．となった．公用車II(／1じの東側衷手．建物

が北へせり 出しIll擁猥との様が最も狭くなる付近におい

て擁膨'f後のI盛土j'jlj平後の地表 ド0.6:)mで約 3mにわ

たって良好なJr,序を確認した地山は県直舗装面より泊j

く，県道の元になったとみられるIll敗後街迫は黒嬰地区

を切 り辿して1li-l盤された可能性がi',,/jいこの陪序の東illll

から，地表下0.9~1.lmにかけて東西阿きのi1'l(1・南北向

きの溝2・ピット 2を検出した．

lg区は， 9）lに辿加された約68ml区間である，東側

はlaと1ITjじ地表，心jであるが東から l2mほどにある南

北向きの擁携を挟んで西側は石梢 l段分． 0.25~0.3mほ

ど高くなる．南北向きの擁墜の東側 9mをlg① とした．

擁槌秤後の盛上はなく．擁墜の移動距離がO.lmである

ことから掘削は現擁墜の掘方内にほぼとどまり ，幅lm

前後とかなり狭陰な調査区とな った地表下0.8mまで

現代整地11,91, F位は地山である laの1'--41.5mでピット，

調壺区世端で浅い溝を検出したピ ットと溝の間を1310

調査後に設骰されたガス符掘方が横断している．

lg②は，南北向き擁壁からldまでの約58111区間であ

る．擁猥背後の盛土j'jlj平範囲は）ムかったものの，擁堅の

移動距離は lg①同様O.lmしかなく ．0.8~1.0m幅と狭

い調介区とな っ た さ らに北側0.2~0.3111は1310調壺

後に狸設されたガス箭掘方と重なり辿存状況は良好でな

かったが盛土削平後の地表下l.3~1.5111で道路 2.i1，Ii. 

6・ 土坑 l・不明辿構2を検出したこのうち． lg区

西端から16m付近において盛土削平後の地表下1.5mで

検出された溝は．9810調査の 1号溝の続きであるとみ ら

れる．

南地区で確認された辿構は多くはなかったが．良好な

陪序を確認できた、点は大きな成呆であったといえよう．
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写真63 1 d作業風景 （北西より） 写真67 1 g②道路跡土阿断面（北東より）

写真64 1 d府位横転検出状況 （西より）

写真65 1 f南壁土層断面 （北より）

写真66 1 f溝完掘状況（東より）

．
 

写真68 1g②溝掘削完了状況 （北西より）

4. （黒髪南）黒艇南 C2取り壊し工事に伴う立会

調査 (1716)

く調査期間＞

2017ーイドlOJlJ.2. 17. 26. 11 月7 日． 9 日

く調査面稲＞

3220.70111. 

く調査員＞

大坪志子 ・新iiii'i之 ・士野雄毀．

く調査概要・結果＞

黒嬰南 C2(T．学部 1サ館） を解体する工事である．

基礎 （地中梁 ・フーチングミかの地下構造物）を撤去する

際に． もっと もj!l！蔵文化財への影評が懸念されるため．

基礎の規炭深さ．構造．建設時の掘方範囲等を確認す

るための試掘をおこなった

フーチングは枯本的に南北に 3個並ぶ列が東西方向に

17ある． そのうち．Ill校舎北側の⑭列 ー⑮列1iilと⑩列一

⑪列間を掘j'jljした．

掘削は 地 上 にh枠出 している柱及び地中梁から．北側

（外側）に•t襄爪にt\l!l'jlj範囲を拡張していき． フーチング

の上而検出をおこ なったその結呆．梁の外側で約1.4

x3.2mフーチングを確認した．深さは3.8mであった．

第II草調査の記録
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梁から北側へ少なくとも2.9mは建設時の枷方である．

111.1.I;!，漿南C2（工学部 lり館）は，深い地 Fピットが備

えられており ．今回確詔した基礎掘削の深さと辿構而の

検出レベルから．建物範囲内 （基礎!}:])には辿跡の保存

はないと判断された，

建物の南東隅の梁 ・ フーチング撤去の際に実際）1•立合

い、基礎をある程度翡llること建物内側に倒すことによ

り．外周2.9mの掘方内で基礎の撤去が可能であること

を確認したこのエ法により ，払礎撤去をおこなうこと

を確認して立合いを終 J’ した

写真69

写真71

第 1I章

梁＠疱）間試掘作業風景（北より）

~'~ t=---
r—, . 

梁⑭⑮間フーチング検出状況 （北より

南西隅基礎解体作業（北より）

調査の記録

南西隅基礎解体作業 （東よ り）
て

II」！．［濃 l{ijC2（工学部 lサ館）の1f.i側出人ロスロープ

を新校舎建設工事のために掘削する予定であった． /l,1

入11スロープは建物の外側に付随しており辿跡が残さ

れている可能性があったため．試掘をおこなった．この

結呆．地表下0.7mで辿物包含附を確認した．掘ilillをお

こなうか中止するか検討することとして埋め戻した．

その後掘削しない方針とした．

」．．学部 lり館南束に位i荏するIll施設部跡地における．

基礎Ilil部分に包含府が残存しているかどうかの立会調介

を実施した． ここは今後の新校舎建築工事の車両の搬入

路とするため．必ず解休しなければならなかった ここ

は1階の建物で建設時のl~I而では上述の校舎のような

人きな基礎を持たないことになっており，辿跡が残され

ている 11J能性があったこのため．基礎掘削の影押を受

けていないと考えられる場所を試掘した．掘削は． 2.7

x2.0m. i菜炭は基礎蔽深部に合わせて．天端から地表

下2mまで確認作業を実施したが投乱陪であることが

判明した．辿物も得られなかったそのため．禎重に掘

削」：事を進めるように指示し．調在を終了した．

写真73 旧施設部掘削地点遠最（南より）



写真74 旧施設部掘削部底面（南より）

5. （黒嬰南）工学部百周年記念館前バ ナ ー ポール

取設工事に伴う立会調査 (1718)

く調査期間＞

2017イドlOJJ19 ・ 20日

く調査面籾＞

16.20 (8.33面）

く調査員＞

大坪志 r.
く調査概要 ・結果＞

県道337サをはさんで1KI指定ifi要文化II4赤l"Jの反対に

位附する．！！砂紐i地区の辿Ill1"lから工学部百周年記念館

に辿じる追路脇に．パナーポールを 5ヶ所に設骰する「-

1iである地点名は 北からそれぞれ A~E地、＇！．（とし

た．

A地点は，総合佑報統括センターの西側にある緑地

僻である． 1.1X I.],nの範間を掘削したと ころ．地表 l‘●

0.85~0.9m1前後で古代の辿物包含／（イを検II¥した． I・. 1f1iを

梢1tしたが．追構は確認．されなかった辿物のII¥ I:もな

いこれより地表ド1.0mまで掘削したがやはり逍構

や辿物は検出されなかった．

B地点は． I玉I指定巫要文化財 I：学部府料館の西側．歩

近の北西隅に位骰する． ].lX l.J ITIの範lJIIを掘削したと

ころ．地表 l‘.l.0mで古代の辿物也含！けを検II¥した．束

側半分は．近世～近代の士で．明治 ・ブ渾期の建物基礎

と考えられる栗石と川砂が検出された．Iti含／杓 ,-.,mは梢

介したが辿構は確認されなかった．辿物のII¥tもない．

C地点は．工学部狩料館の南西に位骰する．J.lX 1,2 

mの範囲を掘削したが． ik輯IJ予定の地』<l‘.l.0mでは近

枇～近代の土lf1におさまり ．辿物但含／1,91や辿物の検Illは

なかった．康fl!IJ15cmでは． コンクリート）騒礎と Ill建物の

整と考えられる立ち」がり ．栗石と砂を検IIiした．

D地、1ば ば工学部1ft料館の南に位ii','.する．約l.4X l.4 

mの範囲を掘j'jljしたところ．地表 l‘.0.45mから大きな），し

25 

写真75 A地点作業風景 （北東より）

写兵77 B地点作業風景 （南東より）

写真78 8地点掘削状況（束より）

第n尭調査の記録
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写真79 C地点掘削状況 （南より）

I 
写真80 D地点掘削状況（栗石検出状況） （南西より）

写真81 E地点作業風景（西より）

写真82 E地点掘削状況 （北西より）

第n迂 調査の記録

礎 （フーチング）がほぽ全1面にかかる範囲で検出された．

このため，翌II破砕して撤去をおこなった．掘i'ill予定の

0.9111ではまだフーチングの基礎である梨石と砂の Iこ

而であり、 /.'ilI用も近世～近代の土）i1内である．辿物の出

tもなかった

E地点は．工学祁百周年1記念館の,E而西側にある緑地

僻である． f定地を掘削したところ． ］項定範囲の北側に

如 Iり方柏jのガス箭が検出された．このため．西に0.3m.

南に0.4111位iiItをずらしたが今桜は南北方向にずらし

た西側でガス竹が検出された．イ史）Illぢ定のコンクリート

J,l:礎の下打1iを若干1(fiJ収りし． L字のガス箭をかわして設

i代をお こ な っ た． jiii'iIl はすべて且1!•土内におさま っ た．

6 （黒斐南）黒俊南 C1北側植樹工事に伴う立会

調査 (1720)

く調査期間＞

2017!.f.: I I JJ 7「l

く調査面栢＞

0.6n-i 

く調査員＞

）J坪志（・.

く調査概要 ・結果＞

！！．濃I村地Ix:CL西側の緑地ヽ：阻こ．樹木を一本植樹する

工事である．

直径0.9m. 深さ0.6111の!Ill状の穴を人力で掘削した．

北軋I)半分は批乱で，1ti肌l)半分では辿物包含Ii,1が検出され

た．梢在の結果． J立も浅いところでは地表7‘.o.4mで辿

物但含｝けが検出されることが分かった．予定の掘削範lJt1

及び深さでは．辿構の検出はなく．辿物の出 l：もなかっ

た．

写真83 掘削作業風景（北より）



写真84 掘削状況（北東より）

7.（黒斐南）黒斐南 C2取り壊 し工事に伴う支障

排水管替工事に伴う立会調査 (1723)

く調査期間＞

20l7ィf:'.10月l6.18 H 

く調査面租＞

4.0n-f 

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要 ・結果＞

解体を進めていたIll!!．!，嬰南 C2(7'．学部 lり館）のJ,し

礎解体の立会い (l716,ii,11tj駆！：）の際に．検出された汚

水行がまだ生きていることが判明し．この配料料えをお

こなわなければ基礎解体が進められない状況となった．

この竹には旧黒嬰南 C2(」．．学iflilり舟'i)の北に位骰

する ’li．務局から繋がっているため．事務局の南側で1ぷ忽

処骰をおこなうことになった繋がった汚水行を切断し．

排水ポンプを設骰して別の狩に繋ぐものである．

排水ポンプを設ii’,tするため 2x2mの範囲を掘削した．

束整は．既設の狩が埋設してあり． l中IIIIllには共lIil溝が{f

在するこのため．範間のうち南半分は共同溝の掘方で

既に破壊され．，1窮t対象は北illll半分である地表下0.65

mで古代の辿物包含)(1を検出した． 1・.1fliを:¥i1iff.したのち

辿構l面まで掘削した辿構I(liでは，慇各火建物らしき プラ

ンとピ ットが検出された．竪穴建物らしきプランは，掘

削したが床と名えられるような土l罰は確認されず．完掘

すると竪穴建物の掘方にしては11_1_1凸のある窪みとなった．

ただし．竪穴建物内にあたる西檄土）f11j:Jt而には．黙色の

包含10中に辿物が水平に並ぷ箇所がある．規色 1：中から

の斃火建物の掘り込みがあった可能性もある． ピットの

一つは柱痕があったため．半裁して採図したのち掘り 1:.

げた．確実な辿構はピ ット2つである．古代の土師器

片 ・須恵器片が出土した．
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写真85 一次掘削作業風景（南より）

9 ~ — 

写真86 迫構検出状況 （東より）

写真87 完掘状況 （南より）

第 1I菜 調査の記録
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8. （黒躾南）黒髪南 C2新営その他工事に伴う立

会•発掘調査 (1724)
く調査期問＞

20 1 7ィ~12月 2511~2018ィF4 J J l3 n 
く調査面栢＞

405.7対

く調査員＞

大坪志子

く調査概要・結果＞

Ill.'附旺iC2（工学i11;1号館）の跡地に新しく校令

を建設する’li棠である．ほぼ同じ位骰に校令を再建する

予定であるが炸干．ltfl!llと東側に拡張されるため．立会

調在を実施した．予定されている範囲の一部を掘i'illする

と新築範囲とIll建物の1hl!）jの1/ilには．逍跡が残されてい

ることが確認された． 1ヽ1初は．建物範間およびJ;’liのた

めの法面を含めた範囲を調査する予定であったが調究

範l)HをII［能な限り狭くした．，i叱't範間は旧黒嬰南 C2

（工学部 l}J館）に沿う形で北側では東西方向に幅約2

n只湛さ約l02.5m.東側では南北方向に輻約 3111でl乏

さ約24mである．南fl!ljでは約L3.5X 4.6111 の範囲を』'~1t し

た．東西の西平分を IIを東西の東半分及び東側をm区

写真89 I区完掘状況 （西半）（南より）

戸7-- μ ..... • ．̂`  ^ ^ j ‘^  

写真90 I区完掘状況 （東半）（南西より）

第 RR立 調査の記録

南側を II区とした．

各調的では．I;陪穴建物や上坑．溝とピット多数が検

111された また．近代の畑比建物の），り礎も検出された．

II IX：で検出した束1’り）j向の大溝は．Ill区で検出した）＜溝

とつながる IIl能性がある．また． J Iヌで検出した南北）j

l（りの大溝とは直角に父粒する IIl能性がある．

Ill上辿物は古代の 1-．師器須忠器．石器鉄器である．

写真91 M80大溝土阿断面

写真92 II区M1大溝掘削状況 （西より）

写真93 III区完掘状況 （南より）
.•. 



写真94 [[J区煉瓦 R2掘方掘削状況 （北より）

写真95 ill区煉瓦 R2掘方掘削状況 （南より）

一々 ,i 

I 
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Il-3 本荘北地区 (I又15参照）

1. （医病）特別高圧受電棟給水漏水復旧工事に伴

う立会調査 (1703)

く調査期間＞

2017年5月22「l

く調査面和＞

1.71面

く調査員＞

大坪志f••

く調査概要・結果＞

特別泣ill:．受屯棟の南側の給水管で漏水が発生し．その

破損部分の改修のため．掘削に立ち会った．

建物際の約1.8xJ.l5mの範間を最も深いところで0.7

mまで掘削した．アスファルトの ドは砂質土陪で．近代

～現代の洪水砂と考えられる．埋蔵文化財には彩押はな

< ． •Ii'！重にエtliを進めるように指示して立会を終了した．

写真96 作業風景（南西より）

写真97 掘削状況（南東よ り）

姦な

第II豆調査の記録





2. （医病）基幹・環境整備（旧管理棟等取り 壊

し）工事に伴う立会•発掘調査 (1708)

く調査期間＞

2017年•7 Jl :311~3Jl301:I （糾卦泌）

く調査面栢＞

7.68l.2ni 

く調査員＞

畠沼 広 ．J.:..坪志 f0・祈里i’t之 (liじ児島人‘.i::JIIり巌文化

llォ，U,~1tセンター ） ・ I:野雄·tt.

横III光智 （株式会社イ博liI[11htl}f-l発社）

く調査概要・結果＞

Ill ↑,i理棟・ Ill外米 l臨）A~ lilf究棟を取り壊すJ: •Ii·に係る 11:

会•発掘調1tである． このうちll11i守J哨棟の範IHIを TI><:.

ILi外米臨如iJf究棟の範1Jliをn区．！虹11会の建物．It側を [1J

1をと分別し，翡l1tをおこなった．

l区のJ?liは． ILI竹判棟建物地ドの地中梁・フーチン

グの撒去．中 1廷の r'i:j 木樹木根 ． I;（•は国!BC DEFの）よ

礎 ・渡り廊下の），騒礎 ・会議産の），騒礎 ・観寮池0)撒去．建

物の外側にある附屈棟A( ）1••J i)．I{j屈棟 a.I.1転車iiIt

き楊の店礎 ・案l)、）板の），騒礎 ．,・.':j木樹木根 ・スロープ ・化

坑の撒去．既{{-地盤の柩地からなる．

I] 区の］； •li·は．外来It,1,； lA~/i)f究棟の地中梁 ・フーチング

の撤1も既（i-地盤の悲冬地からなる．

lll IX：のエ！liは忠和会の建物の北側にある水近配行のり）

り離し 1こ事のためのiKIl1'iりからなる．

l lX．．は泣初に1H}註理棟の北西端から地中栞 ・フーチン

グを撤去するためのil』削をおこなった． jfi:機で掘l'jljをお

こなったところ地中梁が検出される地表7:l.7m程まで

は令1本的に削 ·1;• されており ． 梁とフーチング(J)jil| ）i以外

は褐色の地111が残っている状況であった．フーチングは

地表ドl.8111程．褐色 I：の地111は1.9m程 で検出 された．

調ft仮内は梁とフーチングでいくつもの小部］付に区り）ら

れていたためこれを利JIJし {|A1々 の部州に名1ifiを付けグ

リッドとした．東西li|！に西側から東側ヘ一つの部1至ごと

にA~ ＼．． lトi.It軸に北fllljから 1tillllへI~13まで番・けを

ふった． 1の横列から．Itilll]を掘削する際は 0徘をふって

おり Aの縦列から西側を掘削する際は小文字のアルフ ァ

ペット zから降顛で番けをふっている．

E-1グリッドを掘I’j1Jした1改令． 褐色/i少陪(})」馴 lから．＇．［＼

褐色 1；の古代の時期と．思われるビ ット．土j)'Lを検出した．

地中梁．フーチングの撤よ）i法は．クラッシャーを取り

付けたバックホーで地中梁をり）断し．フーチングと独ヽ•L

させ． クラ ッシャーで1火み持ち上げて撤去するというも

のであったそのため地中梁にクラッシャーを没し込む

際に地山を傷つけることや．大）利のi]i：機が行き来するこ
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とによ って地山を勧つけることが杓えられ，辿構を壊さ

ず地中梁 ・フーチングを撤去することは雅しいと'J:IJ断し，

7) l 5 IIに熊心Ii教脊委員会文化振典渫およ ぴ熊本県教

ffli文化諜に辿絡をし， 1,i．会1il.i喩から発掘調如こ切り枠

わることとなった．

l.(1区の，翡l1tは j:．に深い掘削を＇災する梁・フーチ ン

グを撒去する範IIIIが発掘，'JM1tの対象で，その他の支I知や物

撒去のための拙l'iIlは辿構が検出されない高さであったた

め1.i．会での油隣とした発掘調布範191、1内は．褐色 1：の地

山が検出而であったが発枷情崎範IIIi外の梁やフーチン

グが(i:：(I：しない墜には椋邸13.Sm付近から近Iii:包含Ii1が

残っており， 1;(各穴建物も複放晶見つかっている．調ftl人：

内の膨＇（建物は北 11!ij半分から1l,し, 1}iilllj半分から13基検

出 し た 調1t区は北側から 1¥-i側にl：如％が下がっており ，

怜ifllllに行くにつれ辿構の残りが良くなる、状況であった，

I I~の発札l鳩l1f.の範1JHI)、Jからは竪‘パ建物12)，し，構・:16条．

逍路 l条， thtl.5基． ピット恨数Jよを検出した．追物は

縄文11,1J'：代の 1;}枯 'II j .tit11、'『代後期～‘ li•安時代の 1 :f:lli 器や頒

恵器 ・鉄器．近llt～近代の陶磁器 ．I・．製品 ・古錢 火打

石・咄骨等がII¥I:し，そのhtは大l利コンテナ約18ttiに及

んだ

II l管理棟のI|Il廷の立会批膚として D-4・5グリッド

に位附する 1•,'/j 水樹木根箇所の撤去竹潔はクラ ッシャーを

収り付けたパックホーで真 1こに樹木を1）1き抜いた その

後 I・.をさらしヽ観寮すると，地表 I‘.o.9mのところで側I(Ii

にII,iさ5cm程の硬化而を確，忍した． 11'(I:.に出 1．．する逍物

は近代の陶磁悩であったため．病院を建てる際の造成 1;

と判断した． しかし．後の』，¥j1tでこの地点の地 ドにはi,:
) i時代から明治期まで使われた道路辿構があったことが

わかり ． 樹木撒去の際に確認した（~伯(iiは道路の路l面で

あったことがわかったその他の樹木撤去箇所は包含l¥¥1

に；；！得はなかった，

附属棟Bは6~8-D~IIグリ ッドに位附する．支I咲

建物の範囲とクラ ッシ ャーを差し込む幅 1111を含め1111,i

L2.5x ll.Om (/)範間を地表 l.-0.8m~lii'i1J した． ~I埒建物の

底には砕石がl))kいてありドの十．を触らずにクラッシャー

で持ち上げ撤去することができた．クラッシャーを培し

込むための輻 I111はコンクリート や（it-れを含む現代jilllこ・

内にお さまり ，その他の箇所は建物(j)」hl!）i内におさま っ

た．辿構 ・辿物の検出はなかった

その他のI:tl屈棟C~f・渡り廊 I；箇所は深さが0.75m

でおさまり． クラッシャーで支l;）問物を1）1き上げる l-．程も

ど． I.献すると蝕含II•1 に影開はないと判断し． lク•9li·の流れで

1l'i,Tt'．に掘削を行ってよいと指ポした．

1 - 6 グリッドに位 ii•,tする観察池箇所は追路辿構の

第 II章鯛査の記録
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ルート上にあり ．予定の掘削深）文が1.05mと樹木撤去の

際に硬化而を確認したレベルに近かったため，立会をお

こなった輻 5x 5 mの範間を地表下1.05m掘削した．

底部には砕石が敷いてあり．掘l'ilJは掘方内におさまり包

含府への影梨限はなかった．砕石を除去すると硬化I(iを確

認した．硬化而の範囲を記録し立会は終 （した．辿物は

検出されなかった

既存・地盤の整地は中｝廷部分を0.3m程掘削するが．包

含府には影押がないため1判爪にこl・事するように指示し調

1tを終 J’ した．

旧料理棟の外Jhlの立会調杏として附）属棟A ( J I“•戸）箇

所はOPQ-0グリッドに位骰する． 111/,¥6X 6 mの範囲

で地表ド2.3m 4h11 i'JIJしたが 全て井戸の4ill)i埋土1}、]にお

さまった．その西側にある附属棟 aは 11X 2.5mの人き

さであったが基礎が無かったため．クラ ッシャーで引き

楊げた．り 1き抜き痕は地表 I‘―o.4mで包含｝f’1への影押は

なかった．辿物の検出はなかった．

自転車i伐き楊箇所・系内板箇所は掘j'jlj深炭が0.2111以

内におさまり包含陪への影梨限はなかった．辿物の検II}は

なかった

高木樹水根の撤去は中）廷と同様にクラッシャーで引き

抜いたその後 l：を観寮したところガラスや砕石を含む

現代J_!I!！：内におさまっており包含）1,;-1への影押はなかった．

辿物の検II,1はなかった．

スロープ箇所はBC -13. H l J -13. N O P -13グ

リッドに位附する．掘j'jl]i采度は0.75mした．下1(liには砕

石が敷かれており士を触らずに取り 上げることができた．

砕石を除去し土を確認すると悦乱埋土であった．但含J竹

に影押はなく辿物も検出されなかった． H J J -13. N 

0 P -13グリッド箇所も状況は同じであった．

花射i．箇所は KL M -L31½: の 1❖i1Wl に位 irtする．輻0.8X

15111を地表下0.7m掘j'jljした．令て現代J_lj!_土内におさま

り包含悩への彩押はなかった．

II l><JI--1外米ll:1i.9米研究棟の建物は1Il管理棟と基礎の1/tJI裕

が辿うため新たにグリッドの番りをふりなおした．縦庫III

はu~zで柚軸は 1~12まで振っている． また，基礎

の構造も楳なっており 11心理棟が地中梁やフーチング部

分のみを掘j~lj されているのに対し．旧外米臨床研究棟の

u~z-J~9グリッドは全而を掘削し平らにしてから

基礎を造られ．地表下2.1111まで削平されていた． この

状況では浅い辿構は壊されている可能性が高かったが

深い辿構として11:I管理棟で検II'1した切辿しの構造の道路

辿構がIll外米臨｝相研究棟の方へ向かっていた．そのため．

まずIll外来臨｝lliJf究棟内の道路辿構の4[i淀ライン 1．．の払

礎周辺を試掘したところ． 0.1~0.15m程表土を掘削した

ところで辿HltJ11!•土が残存していることを確認した当初

の計両では地中にクラッシャーを強し込み払礎とフーチ

ングを切断しl［丈り上げる予定であったが．辿構が検出さ

れたためクラッシャーを地中に羞し込む前に調在が必要

となった しかし．建物を壊してからの調杏ではコンク

リート片が地中に沿ちた時の衝腺と．その上部で大型爪

機が作業で行き来することによって辿梢が奢しく破壊さ

れる可能性があったまた．建物の肘（休をおこなう前の

段階での発掘調究は．itりII背＜密lがlされた現檄となり安令

性の確保と土の識別が困難になると考えられたそこで

協議の結果． 1階の｝Aくに穴を1)｝lけ地下にクッション材と

して（i作石を 1階のレベルまで敷き」灌11を鮒休した後に．

基礎付近の砕石を除去しプレーカーを取り付けたミニ

バックホーでフーチングを{ifって撤去することとなり．

土は触らずに追構は現状保存する こととなった．

ll区の u~ z -10 ・ 11 ・ 12グリッド箇所は建物の庇

部分にあたり． u~z-1~9グリッドと構造が異なっ

ていた． 1|竹雑I！棟と liij様に染までは削平を受けているが

梁がフーチングの下 部より 0.7111程上部についているこ

とから士の残りが非常に良く基礎を撤去するためには包

含｝Mに彩親があったため発掘調究をおこなった． この箇

所からは竪穴建物 2拾．ii1『4条 道 路 辿 構 1条．土坑 l

基．ピット複数枯を検／I¥した．辿物は古填時代後期～1；. 

安時代の土ti1i器や頒忠器 ・近II.!:.～近代の陶磁器．！吠骨を

検出 し た そ のJL心は深コンテナ 2箱に及んだ．

川区は必和会の建物北西端から 3111のところ西iIlllに

1.5 X 1.5111の範lltlを地表下ー 1.15m掘削したが全てIll砂

内におさま った．辿構・辿物の検出はなかった．

写真98 C1グリッド作業風景（南西よ り）

,．l
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写真99 E~  G-1, FG -0グリ ッド遥構検出状況 （南東より） 写真103 北側井戸箇所建物北側壁撤去作業風景 （東より）

＝ 

｀ 

写真100 DE-4 ・ 5グリ ッド樹木伐根作業風景 （北東より） 写真104 南側スロープ掘削状況 （北より）

写真101 CDEFG-6 ・ 7 ・ 8区立会南側掘削状況 （東より）

.¥.！ [、

写真102 S1-7~9区 観察池箇所掘削状況 （南より） 写真106 調査区全景（南より）

第II章 調査の記録
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写真107 外来臨床研究棟 （東） 柱③掘削状況 （南東より）

了// 

写真108 臨床研究棟 V -14, 15区掘削状況 （西より）

--•、-
;、ク

写真109 [I区土層断面 （北東より）・ - -

3. （本荘北）西病棟他災害復旧工事（ブロ ック塀

復旧）に伴う立会調査 (1714)

く調査期間＞

20017年9月28日

く調査面租＞

56.50面

く調査員＞

大坪志子．

第 II登調査の記録

く調査概要 ・結果＞

本：／1：北地区のプロックJ)J位の改修・将及ー［事である， 3 

地点で試掘をおこなった，

A地、点は．北地区敷地の北西隅で隣地は民間の既

車場である．南北19.9mの工事範囲の中央付近に約0.8X

2.0mのトレンチを設定して掘削した． アスファルトの

下は地表 F0.36mまで砕石が地表下0.5mまでは白川の

洪水砂と考えられる砂1r-1であった．既往の調壺で周辺

の府）i，；は砂府と土府の互1f1であり．混砂土府が堆和して

いることが分かっている．本工事において埋蔵文化財に

彩評はないと判断した．辿構の検出や／1',十．辿物はない．

写真110 A地点作業風景（北より）

写真111 A地点掘削状況 （北より）

I't;~ -"-'.I ．． 
r- ・I 

A地点東壁土腔断面 （西より）



B地点は本荘北地12<：石設師寮東側に位iiItする．ここで

はプロック塀の文柱の改修をおこなう ． 2箇所につい

て確認をおこな った北側の支柱 (B-1)は基礎がほぼ

地表の鉗出しており． この上部で改修 1こ事をおこなうこ

ととなり ．掘削は伴わないことを確認した南側の支柱

(B-2)は．支柱の周囲0.45x0.6mの範囲を地表下0.3m

まで掘削した． この範囲では．底にコンク リートの基礎

が見えており ．」削方内である．この範囲で施工するもの

で． J且蔵文化財に影押はない．

写真113 B地点作業風景（北より）

写真114 8-1地点掘削状況（西より）

-.. •.•. 
t・ 

C地点は 第一立イ本耽車楊の東側に位irtする． 5餅所

ほど改修する支柱のうち中央の箇所と，リJ(：本休沿いに 1

箇所試掘をおこなった．

支柱の周囲Q.5X0.9mの範囲を地表 ,--o.65mまで掘削

した 下にはコンクリート基礎が見えた 支杜の南側に

はコンクリートはなく ．甚礎の南端に支柱をii1,'.いた格好

である．今回の」ー3liでは．このコンクリ ー ト枯礎をその

まま利川することを確認した．

塀沿いに0.4X 0.9mの範囲を地表下0.75mまで掘削 し

たが埋土は砂であった．

敷地の南東隅も」？liを予定していたが）M徒が地上に

35 

写真115 C-1地点作業風景（西より ）

写真116 C-1地点掘削状況 （西より）

露出しており掘削の必要がないことを当 1」確認した．

本工事によるJ見蔵文化財には．影牌がないと判断した．

第 II迂調査の記録



36 

IIー 4 本荘中地区 （図6参照）

1. （本荘中）本荘中4他災害復旧工事 （ブロック

塀復旧）に伴う立会調査 (1704)

く調査期間＞

2017年5月23日

く調査面栢＞

44.lOni 

く調査員＞

吉 留広 ・ご！：野雄設

く調査概要・結果＞

熊本地旋の影牌で駐輪場西側のプロック塀が領いたた

め．それの似lH工事に伴う立会調究である．工事は既設

基礎コンクリ ート を活かし．新たに鉄筋で辿結させた擁

槌と控墜を設骰するものである．掘削は医学部弓道場の

北西側に位骰する通路から． 北側に17.6m. 南側に15.0

mで幅0.5111の余掘部分と． 18箇所の基礎部分があった．

南北に細長い調査区で掘削深度が地表下1.0m以内にお

さまる計画であったのでまず基礎部分の 3箇所を掘削

し土の様子を見ながら掘削を広げていく方法をとった

掘削した碁礎の箇所は．北側から 3 番目 • 9番1:1• 15番

目で北側からNo①～③ と番号を付 し顛に説明する．

No①は医学部弓道場北PJ.iillllの通路より 北側に13.5111の

位骰を．輻l.20x0.60111の範間で深さ 地表下0.75111掘削

した．途中深さ地表下0.25111. プロック塀から東側に

0.25111のところに遁線管をさらに0.30111したから水道

管を検出した．プロック塀際であったことと．遁線箭 ・

水道管が通っ ていたことからすべて撹乱埋—| ： 内にお さ

まった辿梢 ．辿物の検出はなかった．

Nu②は医学部弓道楊北西側の通路より北illljに3.9111の

位骰を．輻1.2xQ.8111の範囲で深さ地表下0.85m掘削した

途中深さ地表下0.7m. プロックJ)J（から東側に0.3111のと

ころに水追竹を検出した．すべて投乱埋土内におさまっ

た追構 ・辿物の検出はなかった． No③は医学部弓道場

北西側の辿路より南側に8.15111の位i性を IP/i¥l.2X 0.8111 

の範囲で深さ地表下0.75111掘削した． ここでも深さ地表

下0.65111.プロック塀から東側に0.35mのところに水道

管さらにすぐ下から鉄行を検II'1したすべて投乱埋土

内におさま った 辿構 検出はなかったが撹乱JIll上内よ

り土師器片を 1点検出した．

NQ①～③の状況を見ると調究区に包含Irりの影押はない

ものと判断した 工事は1襄軍に進めるように指示し調査

を終了した．

第II章調査の記録

写真117 Nu①作業風景（南東より）

---―-.，9『←'彎

-こ-------＝--＝ →̂．コm

写真118 No．①掘削状況 （南より）

写真119 No．③掘削状況（北よ り）
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図6 本荘中・南地区における調査地点配匹 (1/2000) 
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2. （本荘中）ライフライン再生工事に伴う立会調

査 (1706)

く調査期間＞

2017年6J J 1 ~ l2 ・ l5 ・ 16 ・ 19 ・ 20 II. 7月3・ 5 ・ 

13• J1J• 21 ・27・2811. 8)]8 ・29~3111. 9)11 ・ 

5 ・ 6 ・ 8 ・ 11 ~ 13 ・ 20 ・ 21 ・ 26 ・ 28 ・ 29 [I. I 0月3

~ 5 ・ 10 ・ L3 ・ 18~20 ・ 26 ・ 3111. Jl月I・ 13H 

く調査面栢＞

789.35面

く調査員＞

-,：野雄i't・ 吉留 広・大坪志［・.

く調査概要・結果＞

祖•t中地区における排水設1iii整iliiiに伴う ．いli ヽ［会であ

る．没透桝•松透井戸設iiit に伴う掘削が特に深く ， 過去

の調在成呆から埋蔵文化財に対する彩’}限が想定された．

6月6|」．辿構の存在を確認したため熊本1|j教脊委員会

文化振典課へ連絡し， 立会の中で記録｛呆イf•するよう 指祁

を受けた．

祖炉,-,7 （共｝I］棟ぷIEI)とぷII：中サー クル棟 3の間

を通る構内逍路下を主たる枷廿'ill対尿とする一述の泄隣区

である．掘i'jllの祈手）I川に調釘区を1・ 2 ・ 3.…と辿番で

割り振り ，必要に応じて小Iiを設け細分した．

］区は梢火秤収替に伴う」lili'jIlである．l災学部ポ ンプ室

の裏をl.Ox1．ヽIm掘j'jljしたlaでは地表下0.35111でポンプ

室の枯礎を．地哀 l:0.6mで既設配秤を確認した．視代

埋土にとどまり辿構 ・辿物は確認されなかったこの配

管の延伸状況を確認するためのlbは， l.Q~1.3m X 12.5 

mを掘削した後既設構造物を迂阿しながら 10mほど北

へ向かい構「J..！逍路に達する地表 l‘.0.4~0.6mで既設配

行を確認した．現代理I'．にとどまるが上1-：iIi器・ 須忠器

片が数．＇！．，：出土した．辿構は確認されてし、なし、．交換後の

ii'i火舒は撒去せず．そのままJII!ii1,'されることとなった．

2 区は消火管J収替 ． 汝透 illll溝設間に伴う ~11j'jlj である ．

ポンプ井戸の北隣を0.7 X ].'I m ir.11削した2aでは． 地表下

0.2111で1公学部l「lポイラ ー笛{.とみられる建物の基礎を確

認した基礎の原みは0.3m. F 位は現代Jll!• -I・.である．

基礎の脇，地表下0.3mで這気ケープルを確認した．掘

方且1!•土の範間にとどまり辿跡への影糊はなかったさら

なる延(l|l状況を確認、するためのJhlii'illである2bは．東へ

1.2m掘削した後北へ折れ， 3 mlJ:1li'ilJした後束へ5.6m掘

削し た後クランク状に折れ1ll1が った後3.5111ほど進む．

地表下0.4~0.65mにかけて鉄竹を検/11した現代Jll！土に

ととまり 辿梢は確認されなかった． 2b札li削l|1に検出し

た別の鉄秤の延(I|l状況 を確認するためO.Gx12111にわ

たって掘削したのが2cである．鉄行は地表 ド0.4~0.5m

第rr章調査の記録

にかけて検出されたがそのまま地骰されることとなっ

た現代埋土にとどまり辿構 ・辿物は確認されていない．

2dは構内追路の西隅をLOX18111掘j'jljした． 北端にば

本；i［中 7と本荘中サークル棟 3を繋ぐ共同溝が設ii/1'.され

ていた地表下0.6m付近で既設行を検Illしたす べ て

現代埋上である．2b北3.Gm地点で既設管：ードか らレンガ

を伴う建物基礎を確認した．熊大医学部の前身である）＜

正元年 (1912)発足の私立熊本医学専門学校． もしくは

昭和 9年 (1934)発足の熊本医科大学に伴うも(/)である

可能性が翡い． 2d底部を地表 F0.8111まで掘削 した2cで

は近代整地）晋を確認したが追構は認められなかった．

交換後の消火管は撤去せずそのまま埋骰されることとな

り．浸透側溝が設附された． 2bと一部重なるように掘

j'jl]した2fは既設配符埋設状況確認のためのl.2x3 m. 

地表下0.9mの掘削である．現代挫士にとどまり辿跡へ

の影秤はなかった．

3区は既設配管の敷設状況確認に伴う掘削である．2 

x2mを掘削したが既設の配管を確認することができず、

地表下0.88mまで掘削したとこ ろで作業l|91|：と なった．

現代埋上にとどまり逍梢は確認されなかった．

4区は消火管および水追管取枠に伴う掘削である．既

設配管埋設状況確認に伴い 2x2111を掘j'jl]した4aでは

地表 F0.35mで消火管地表ド0.45mで水追狩を検II,'し

た現代埋土にとどまり辿Hit・辿物は確認されなかった．

4aの中心から約 1111幅で 7111ほど南へ下り ．東へ1ll1がっ

て10区北へつながる4bでは地表下0.9Gmまで掘削した

が近代整地陪に とどまる．交換後のii'j火符は撤去せず．

そのまま埋附される こととなった．

5区は雨水僻 ．没透桝敷設に伴う掘削である．I：1:j水符

敷設に伴う5aはl.1X2.0mを掘削した 地表下0.87~0.95

mまで現代整地岡地表-n.3mまで近代咄冬地）i1であった．

下位から包含）付を確認したが．調1fl区中央付近から近代

建物基礎が検出された．基礎掘）iの外f[IIJでは地表下l.49

m付近で地山に至るが建物晶礎以外は確認されなかっ

た．辿物は土師器細片が出十．している．没透桝敷設に伴

う5bは1.8X 1.8mの掘削である地衣下1.2mで絋含II'りを

確認 地表下1.4m付近でピット 2・小士坑 lを検出した．

6区は雨水管敷設に伴う J.2111X J l 111の掘l'ilJである．

2dと同じく北端には共同溝がある地表下1.15mで但含

)名を確認し， 5b北 8mあたりから地表 I‘.l.5mで竪大建

物とみられるプランを検II―'1した 一部を近代建物）よ礎の

掘方に切られるが 1偶丸方形状の 2庫「が重なり合ってい

るとみられる．大半は調査区外へ広がるとみられること ．

掘削が下位に及ばないことから詳細は不明である． 1,.股穴

建物の一部を検出した 1233調吼t区は約 12m1H 1~りに位 ii1i:す



る新設された雨水｛i芍と 11・ 12区で新設された没透側溝

とを繋ぐための6bは．雨水箭上0.9X 2.7mを地表下1.3m.

Ll区浸透側溝脇0.9x0.9mを地表下0.3m. l21x冷込透ilDl溝

脇0.9X 0.9mを地表 l‘―0.5m. それぞれ掘削した現代埋

1：にとどまり辿構 ．j且物は確認されなかった．

71えは雨水管敷設に伴う 1.2X 5111の掘l'JIJである，共同

溝を挟んで 6区の北側に位協する．地表 f1.4mで近 111:

包含府を確認した．辿構は確認していない．共同溝の北

2.5m付近をO.Gx3 m. 地表下0.4mfki¥l'il)した7bは，11.

12厄で新設された社透il!ll溝と 7区で新設した1.I:j水管とを

繋ぐための掘j'jljである．現代埋土にとどまり辿跡への影

押はなかった．

8区は． 9a設1i11'.J:）しの没透桝と． llm東の既設雨水

桝とを繋ぐ雨水秤設ii11,に伴う掘削である．8aは0.8XlJ

mを掘削し．地表ド0.45~0.G5mにかけて複数の既設配

狩を検出した現代JII!」：にとどまり辿構・辿物は確認さ

れなかった． 9a泌透桝の位骰変更に伴い再掘l'ilJした8b

は．0.8~1.2m幅を約lOm掘削した． 松透桝の設ii/i:場所

変更に伴い西端が約 2m南へずれ．東半分の人半は8a

と凪なる．Pii1[Ilから地表下1.3m付近で近代掘方を検出

した

9区は没透桝 ・1:I:i水狩設骰に伴う掘j'jljである． 1.8X 

1.8mを掘削したが (9a)．あまりにも多数の配竹が集中

して桝の新設が困難であったことから， J：}と地点から 2

mほど南にずらし． 7 1；{内に設附す ることとなった

(9b). 1.2 x 1.2mを地表下1.8mまで掘削したが近Ilt包含

lr1にとどまり追構は見られなかった．

10区は消火管設illに伴う掘削である．共詞溝から 9区

までの1.1x 6 mは泣透jl[ljf1'I;:設・i競箇所と爪なる地表―l‘’

0.39~0.67mにかけて既設配管を確認した現代埋土に

とどまり辿跡への影押はなかった． 9 |メ東隣で分岐する．

ぷl•［ 中 6 へ取りつくため3.5m東へ進んだ後北へ3.5m進

む幅0.8m. 地表下l.0mの掘削は一部が8aと収なる． 4b

とつながる．消火竹盛枠えに伴う配管硲II,1のための0.8

X ]9.5m. 地表下J.Omの掘削では現代J!Iじ1：にととまり

辿跡への影押はなかった，

11区は没透jl[IJ溝設：1iItに伴う掘削である．共同溝を起点

としたllaは1.ox17.5mを掘削した後既設桝の外縁を

1111 り込んでllb に f る．迂回した既設桝を起．1.'~ とした

I lbは1.ox17.5mを掘削したそれぞれ地表下0.8mを掘

削し． 5m地点から地表下0.6m で． l •lm 地点から地表

下0.5mで近代建物），し礎を検出した．

12区は没透illlJ溝設i性に伴う掘削である． 5b隣を起点

とした12aは1.2Xl2m. 地表下0.8mの枷1削である．南

側5mの範囲で近代建物J騒礎をいくつか検出した．最も

39 

南に1立iiItするものは5b束殿で検出したものと 1iilーであ

る． 12bは共同溝を起、1・＇．I:としたLlx 20m. 地表下0.8m

の掘削である．9似隣までは10区と重なり ．6 m付近で

8|メ：を一ifl；横断している．辿構は確認されなかった

I:~区は投透側消設 iiりに伴う掘i|ll である． 12b 北端を起

.1ばに l.2Xl7.5m. 地表 i'"0.8111を掘削した．起、1ばから 8

m付近において似も浅いところでは地表 I‘.o.3mで近

代建物基礎が検出された． タイルレンガ ．）⑪！！1i風洗い

II Iしによる外観を確認でき ．かなり良好な状態であった．

J，騒礎の東側地表ド0.74mにはlllhio.8mの犬走りがある．

l41X:は構内道路の舗装やり替えに伴う地表ド0.3mの

路如胤j'jljである．共即11’,CWiil!ijについて立会を実施したが

現代J!ll-1：にとどまり辿跡への影評はなかったこの結果

を受け．北側につしヽては•J·!'! 碩工事を指ポした．

l5Iえは没透桝 ．雨水狩設iftに伴う掘削である． 0.8x

2.2111を掘削した15aでは地表ド1.5mで地山を確認したが

lfiaのすぐ脇を］．8X l.8m掘削した151)では地表ド1.2m

で他含悩を確認し．J也表 I‘・1.31lmで溝を検出 した．束壁

でピットに切られていたほか南陛でもピットを検ILiし

ている．溝は西隣の15cにも続いており ．J.2X 2.5mの

調ff.IX：をやや北に窃りつつ横断していたほか調1tlふ南

側から別の溝が合流する状況を検出したこのほか北

樅の一部に栗石を確認しており．敷地i)_q端の擁墜掘方か

ら近代建物基礎の一部を出上した

16区は没透桝．雨水桝：設i性に伴う掘削である． 0.8x

2.0mを掘削した16aでは地表下1.7mで地111を確認した．

現代J.'I日上にとどまり追I/It・辿物は確認されなかった． 1.8

x2.lmを掘削した16bでは地表下1.4mで包含）＼．1. 地表

l.-l.5mで地11」を確認した．辿構は確認されなかった．

171メ：は没透桝．雨水竹設iftに伴う掘削である．道路を

柚断するように0.8X 2.2mを掘削した17aから地表下0.55

mでコンクリー 1、製の地 1‘•水柏を検出したため．迫路に

;li;．行するよう匝側を0.8 x 2.3m掘削したが地 1‘•水栴は続

いており． 北へ 5mほどずらすよう変更された (17b).

17bは1.6X l.6111を掘削した地表下I.Omで他含｝けを確

認、し．地表下l.2111で． 中央を約 1m幅の溝に切られる

2.5mlJI乱の硬化 面が検出された． 17b東隣をl.QX 3.5m. 

地Ji:.l;0.9m掘削したJ7cからは レン ガ製の側溝と桝を検

出したこれ以外の追構 ・辿物は確認されなかった．

181メ．は没透桝 ．雨水叩嬬に伴う掘削である．0.8X

2.3mを掘削した18aは現代の廃瀕土坑を検Illし た地表

ド1.0~1.4111では炭の況人が箸し<. •I甜I: とともに試験

竹・実験器具の一部などを多く含んでいた． 1.8X l.8111 

を1r,1！削した181)ではこの廃梨士坑の続きのほか I飢lll)か

ら地表 臼．Omで但含）iりを確認し．地表下1.3mでピッ ト

第 II迂調査の記録
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を2J,計検/l＼した． 18bの西illll. l.5 x 3.5mを掘i11Jした 18c

からは 17bで検Illした道路と溝の統きを検II,1した．

19|メ：は泌透）1：） I麟に伴う掘削である．（）．6X3.8mを

掘1'illした19aは地表1‘.l.58mまで現代哩土だったが．そ

の下からかなり発逹した酸化鉄1円を伴う溝の一部が検II¥

された． 2.2x2.2m. 地表~l-'3.3mを掘削した19bでは酸

化鉄）i4(/）｝ムがりがさらに確認され．その11,間は少なくとも

3.8mを数えるほかにはその社／i： を切る上J:)しが検1|＼さ

れた．辿物の中に刻名のある粘板岩片があり．個人川の

黒板とみられる．如(IiにはH邸旗が彫りこまれており ．

戦中期の所廂かもしれない地表下2.2~3.3mはよくし

まる灰黄色」： ・黄1火色」．．．で辿構 ・辿物は確認されなかっ

た 19cからはこのほか近代の石組と ．石組にl;IJられる

溝が検出された．

20lx-．は1:|：］水符設i代に伴う 1.0X 18.3mの掘削である地

表下l.25mで包含｝屑を確認し．15bの北6.3mあたりから

·I哺lIi 悩をまとまって出土した．包含陪掘削後．地表 1‘•L .5

m付近で検／IIしたプランからは少しずれており ．断I(IIを

粘杏したところ．溝とみられる掘）i狸土中に位ii1［してい

たことを確認したこのほかピット 4.上坑4をそれぞ

叫罰したが．掘削が 1‘•位に及ばないため詳細は心リlで

ある．

2]区は1;|:j水狩敷設に伴う掘j'jljである． 15aを起）．！!.に 1.2

~ i.::.l 111 X 20.fi 111掘削した．起点から7.5m地．Iばにお Vヽて

地表下0.3m付近で近代建物の一部が検出された状態

がきわめて良奸である． タイルレンガと大理石風洗いII¥

しによる外観を呈し．建物の西側には幅0.8mの）匂走り

があり． 13区検出のそれと対をなすと考えられる． IIIJ建

物の下位．地表下J.O~l.2mで包含／名を確認し．地表 I‘.

1.2mで151K検/11のりI','：の続きのほか溝を切るようにピッ

ト l• ii'lt l ·I '．坑 l ， 切り合わないピット 1を検II,Iして

し、る．

22似は．161文に設ii/1'.される浸透桝と． 21m東側にある

既設河：j水桝とを接続する雨水管敷設に伴う掘削である．

22aはL.Ox7.0m.地表下0.7mを掘削 したところで既設

雨水桝に‘りたる． この桝を起点に少し向きを変えて1.0

X 12mを地表下0.6m掘 削したが終I.li部分に雨水桝を

新設するよう設計変更されたため1.7X 1.7m. 地表 1‘.l.0

mを22bとして掘i’jlJした地表下0.82mで近代腋地1i'1を

確認．している． 22aの途中にある雨水桝と本荘中 4lfi I’り

隅にある I:li水桝とを繋ぐための22cは．0.8x2.0mを掘

削した地表ド0.5mで既設配管を検出し．その邸 さで

雨水符を浙設することになった． 22bで近代建物基礎の

一部とみられる］1:：：：ドの柴石とコンクリート片をII,1」：した

がすでに批乱を受けており出土状況は良好でなかった

第lI立調査の記録

これ以外の辿構は認められなかった．

23liは雨水管敷設に伴う掘削である．17bと18区のIlil.

l.:l~l.'IX5.lmを掘削した23aは地 表下l.lmで蝕含l¥'1

を確認し．地表 Fl.2mで171)検/l,1の近路跡の続きを検II,1

した 181区と］9区の間を1.2~1.3 X 2(-imを掘削した23b

では． 19区の南1.5111付近までヒューム竹の1KIl)jが調介

l凶東側で平行する． l9区南12m付近から他含}\'•'i は地表 1;

1.3111にドがる．17-18区間は現代の廃菜」：坑が 2基認

められ実験器具を主体としたガラス製lII＼が大：1しの炭とと

もにJlUめられていたが少し北に離れたところからプラ

スチック製メガネフレームがJ<htに出土した．実験器具

の一種なのだろうか］8区の北 2m付近では地表下0.9

mで他含}f1を確認し．地表下1.03111で硬化l(ijを検／1',した．

181メの北 7111付近からは地表 1:l.3m付近で蝕含l('1を確

認し．地表下1.35m付近で溝を検出した．約1.8m ljl/,¥で．

批喩区を斜めに横切ってI,ヽ る． 2:31区に新設したl:li水管と．

271><：で新設された没透側溝を繋ぐための23cは・ 18区の

北 5m付近を1.ox1.2m掘削した地表 I‘.l.35mで包含｝t1

を確認したが辿構 ・辿物は確認されなかった 1Iil様の

2:-ldは19区南隣のl.26x0.84mを地表 1--1.28111掘削したが．

現代1柊地）I`91にとどまり追梢 ．辿物は確認されなかった．

24|X:は1:l:i水管敷設に伴う l.2x5 m. 地表 l:|．4 mを掘

削した．当調究において最も北に位i荏する．近代整地）r，1
にとどまり ．調壺区南盤の一部に来ぶが認、められた．

25区は敷地西端の樹根13本の撤去に伴う掘j'jljである．

南から頓に①②...とした． 大半の樹恨はすっかり枯れ

てしまっており．掘削することなく撤去することができ

た． ｛＆は2.5X3.8m．⑨は1.7X 2.0111をそれぞれ地表FLO

mまで掘削したが硬くしま った現代整地府に治うよう

な根の人り方だったため．下位へ彩＇｝限を及ぽすことなく

抜根できた．追構・追物は確認されていない．

261区は構内道路束1JIIIの役透il[lli1，Ii設i代に伴いJ.3x2lm.

地表FO.8mを掘削した．叫側0.3111はヒューム竹枷）jと

煎なる． 21区で確認された近代建物の続きが検/11される

ことを想定していたが新制熊本）（学1災学部校舎建設の

際に破壊されていることを確認した． •ltlJlil では大•: 1しの焼

l：と瓦片を伴う 土坑が検出され．空製ガレキの廃梨 l'．坑

とみられるこれ以外の辿構は確認されなかった．

27悦は構l9、]道路西側の没透側溝設i代に伴う ihl!l'ilJである．

151区から19区までの約71mをl.3m輻．地iミド0.8m 1~1! j'jlj 

した現代埋 1：にとどまるが 23aの1唐側から来石とと

もに近代建物基礎の一部を出七した．装飾タイル1f1iが下

に1hjいており原位附は留めていない

28区は．261Kと27区を繋ぐ掘i'illである． 151><：の北0.5

m地点を0.8X 5.08m. 27区側は l111北で合流する地表
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FO.5mhl!i'jllしたが現 代埋 l：にとどまり辿構 ・辿物は

確認されなかった．

2912{は新設された1:li水符を本荘中4 (ILi I促学部溝義

棟）北西隅の雨水桝に接絞する ため0.66X 4.25111を地表

下0.66~].05111掘削したが現代埋土にとどまり辿構 ・

辿物は侃認されなかった，

いずれも狭い謳崎区であったが 本荘中地区の西側に

おける辿構の様相について部分(lりながらさらなる知見が

得られた、1ばは1戊呆であったと いえよう ，

写真120 24区作業風景（南西より）

写真121 15c区溝追物出土状況 （南より）

写真122 19b区溝 ・土坑検出状況 （北より）

写巽123 21区近代建物検出状況 （北西より）

3. （本荘中）ガス整圧器電源設置に伴う電源引込

のための建柱工事に伴う立会調査 (1709)

く調査期間＞

2017年7月20日

く調査面積＞

0.9吋

く調査員＞

1. ・州］・・雄此．

く調査概要・結果＞

既設のガス照｝モ器に外部から遁源を確保するための',じ

柱を敷設する工事に伴う立会調在である．

0.3x0.3mのうち大半は地表下0.4mま での掘削で現

代J'll|：にとどまる．掘方中心の直径0.15m部分のみ地表

―!"I.Omのiklli'illで追跡への影評が想定されたものの．掘

}jが極端に狭いため掘削排土の確認によ って屈猜隊のイi;f!！r;

を判断することとした地表 f0.5mからコンクリート

片・ レンガ片 ・瓦 ・礫が出土した地表下0.7mから111

砂が混じりはじめ．地表下0.8111からは山砂の愧ll合が崩

える地表下0.99mから褐色砂質士が 1．．がってきたが

しまりはなく不揃いな土質で投乱されているとみられる．

辿物は含まれず．辿跡への影押はないと 判断し立会を終

j’ した．

彎.‘, 

第Il迂詢査の記録
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写真124 作業風景 （南西より）

写真125 掘削完了状況（西より）

4. （本荘中）ライフライン再生工事（駐輪場取

設）工事に伴う立会調査 (1722)

く調査期間＞

2017．イn1月22・ 24|」

く調査面租＞

61.20ni 

く調査員＞

士野雄鉗．

く調査概要・結果＞

（本荘中）ライフライン再生 l又li・の関辿 l：事の一つ で

老朽化 した虹lり論場の新党に伴う T.]ji．立会である．先に実

施していた1706調査と一部巫なる．

基礎新営地、1h.18箇所のうち 3箇所について立会を実施

した ① は0.95X 1.67mを掘削 した地表 l‘.o.78mで現

代整地陪を確認し．近代建物基礎片を,'I,1・Iこした）」邸'i.i性

は保っていない．追構は確認されなかった．

②は0.9X l.7111を掘削した地表 l‘.0.73mで現代整地

IMを確認した．辿構・辿物は確認されなかった．

③は1.2X 2.Qmを掘削した地表 f0.83mで現代整地

｝けを確認した．辿構・辿物は確認されず．熊本1冦学専l"l

学校 ・熊本医科大学時代の建物配ii梵図とも重なりがない

写真126 調査区近景（南より）

写真127 ②作業風景 （南より）

写真128 ②掘削完了状況（東より）

・冨A
 

ことから．残りの箇所については似韮工事を指示して立

会を終了した

第II章調査の記録



5. （本荘中）本荘中2他工作物災害復旧工事に伴

う立会調査 (1733)

く調査期間＞

20181ド3月12日

く調査面積＞

1.85面

く調査員＞

士野雄質

く調査概要 ・結果＞

損俗していた実験排水箭を交換するための工事立会で

ある

底辺1.83m. 高さ1.65mを凸字状に掘削した地表下

0.35mで排水管を検出した．箭下O.lmまで掘j'jljし．地表

下0.6mで既設水迫箭を検出し た現代埋土にとどまり

辿跡への影牌はなく． これ以上の掘削はないことを確認

して立会を終了した．

写真129 調査区近景（東より）

掘削完了状況 （東より）
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II -5  大江地区（薬学部） （図 7参照）

1. （大江北）薬学部根株除根業務に伴う立会調査

(1705) 

く調査期間＞

20171,ド5月30H 

く調査面積＞

4 l.3nf 

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要・結果＞

本事業は．平成27年の台風15号によって倒れるなどの

被害を受けた樹木を撤去するものである．

大学院実験研究棟南側の緑地に植栽されている 9本の

樹木が対象で．樹木は既に上部を伐採してりJ株の状態で

あり ．撤去作業をおこなった．

作業は西側に位骰する申請図の樹木⑨からおこなっ

た い ず れ も．り）株の周間の土を浅く除去し．瓜機のバ

ケッ トを引っかけて転がすようにすると節単に除去でき．

いずれもJlll土内でおさまった．撤去によってできる 1IIIみ

は． 2x2m前後で深さは0.3~0.6mである．樹木⑤

写真131 樹木⑨作業風景（南東より）

写真132 樹木⑨撤去状況（南東より）

第 1I章調査の記録
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写真133 樹木⑦作業風景 （南東より）

写真134 樹木⑦撒去状況 （南より）

写真135 樹木③撒去状況（南より）

写真136 樹木①撤去状況 （南より）
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は根が1；J↓り簡jlj1.には動かすことができなかったため．

最後に作業をおこなった周圃を0.45m程度掘i'illし．根

をカットしながらりJ株をリ 1き 1：げた．

いずれも辿物但含）IV,や辿構I面に達することはなく．辿

物の出土もなかった．

2. （大江北）イノベーションセンター新営に伴う

支障樹木伐採除根業務に伴う立会調査 (1712)

く調査期間＞

20171,~ 9月1211

く調査面栢＞

27.8対

く調査員＞

大坪志子，

く調査概要 ・結果＞

本：Ji身とは． イノ ベーションセンタ一新営に伴い． )(I咋

となる樹木を撤去するものである．今同は A~D (IJI 

i'ilXI中）の5本の樹木の撤去をおこなった作業は．樹

4<|．．部を伐採してり）株の状態にしてから始めた．

l、地点 （樹木じ）は重機のパケ ットで株を引っ張り．

転がすようにして撒去した．掘削は11：わなかった．徐根

後の凹みは1.4X l.8111.深さは0.2111程炭である．

2)地、1・＇i（樹木 D)も 重機でひっばり転がすようにし

て撒去した．除根後の l~I みは1.3 X 1.5111.深さは0.5111で

ある．底の一部で地llIに類似した 1：壌を確認した．

3地点 （樹木 C)は．樹木の西側と東側を掘削したの

ちに重機で引き l．．げた．徐根後の凹みは 3X 3.5m. 

深さは0.7111である．樹木の直下で占代の追物包含Jf.1に

類似する黒色」．．が確，認できたが 1！と•も深しヽ⑤地点では確

品できなかったため．真偽については柏重を期したい

4地．1位 （樹木 B)は. if(機で転がすようにして撤去 し

た除根後のI!lみは).3X J.5111. i菜さ0.4mである．

(5)地．I!i（樹木/¥)は，南側，束1JIIL 北側を重機で掘

写真137 ①地点作業風景 （西より）

第n迂調査の記録
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削して屯機で引き上げた．除根後の凹みは3.2X 2.6m. 

深さは0.8111である地表 下0.7m付近から砂質のIr1を確

認した

②地点の底部で地111に類似する十．穣を確認したほかは．

辿物包含/1¥',や地山の検出ははく．追物の出土もなかった．

いずれも ．Jliは土中でおさまった．

写真138 ①地点撒去状況 （西より）

写真139 ⑤地点撒去状況 （東より）

3. （大江北） イノ ベーションセンター新営に伴う

支障配管替え工事に伴う立会調査 (1715)

く調査期間＞

2017．イHOJ=Jll. J311 

く調査面稲＞

2」5.60面

く調査員＞

大坪志子

く調査概要 ・結果＞

イノペーションセンター新営に伴い支障と なる配管の

位附を変える工事である．工事地、1¥は3箇所あり ．それ

ぞれ A~C地点とした．

AJ也，1灯は．大江 E3建物前の逍路を南北に走る水道か

ら．逍路を横断するように東側へ水道管を繋ぎそのま

第II章詢査の記録

ま建物沿いに北へ伸ばし．建物北にある既設管に繋ぐ l_．． 

eliである束西は幅0.6111.南北は幅0.36m.深さは地表

1-:0.75~0.Smで掘削した．束西間の西端では軍気配線

南北liflの北端では屯気配線3本と水道竹 3本が検出され

たがそれらの I.:.を通すこととし．掘削はすべてj11,・-,:|）、j

におさまった 一部．本庄辿跡や黒嬰IIIJ辿跡群で確認す

る辿構而の 1：と類似する七Ii,1部分を確認したが辿構は

確認されなかった．

写真140 A地点作業風景（北より）

写真141 A地点掘削状況（北より）

写真142 A地点南部掘削状況（東より）



B 地点は． 薬草litl の •tl11 をはさんで A 地 ．1位の反対側に

位骰する．既往の」・文li設計図では． ここ で束の•ti llへ伸び

る行と北へ{l|lびる竹とに分岐していることになっており ，

束へ伸びる1翌を分岐点で切断する工事が予定された．予

定箇所を掘削すると，予定ではク ランク状になった水追

管が検出されるはずであったが 一直線に束曲に走る水

逍行で，北への分岐した管は確認できなかったこのた

め．こ こでの予定工事は1祈念したこの掘i'iりは既設竹の

掘方内で埋蔵文化財への影押はなかった．

写真143 8地点作業風景（北より）

写真144 B地点掘削状況（東より）

C地点は．）くi|：E2建物の北東隅からガス (i芍を繋ぎ．

逍路の北端を通 して東側で再炭繋ぎ変えて．ガス竹を北

側へ迂回させる工事である 地表下0.7~0.75mまで掘削

した西側から掘削を開始した途中．地表 I‘―0.6111で

包含｝けかと思う綺脱な」：11'1が検出されたが占代の辿物

が含まれず瓦やガラス片が含まれており ．近代の 1:I1寸

と考えられた． ➔1:1! l'jlj はこの土IM までで． Jll!•蔵文化財への

彩押はなかった．
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写真145 C地点西半掘削状況 （東より）

写真146 C地点東半掘削状況 （東より）

土
ヤ

4. （大江北）自然共生型産業イノベーションセン

ター新営に伴う支障配線替工事に伴う立会調

査 (1728)

く調査期間＞

2018{1:2 Jll9FI ・ 271]. 3JJ l ・ 9 IJ 

く調査面租＞

300.54面

く調査員＞

」こ肌i・少ji;i’-i . l l f ii1/ Ii:． 

く調査概要 ・結果＞

白然共I|：．型）産業イノベーションセンタ ー新営に際し．

支僻となる配線の盛替えに伴 う l公li立会である．掘l'ifJの

深いハンドホール設附箇所予定地、1,Jiを中心に立会を実施

した

麟 は人江 E2（機器分析施設）の横2.3X 3.3mを掘j'jlj

した 地表下0.7mで近代腋地｝i,1. 地表下1.21mまで掘削

したが近代腋地｝罰にとどまる．辿構 ・辿物は確認されな

かった．

③ は東l"JのILLjij{Il23m付近を1.6X J.9m掘削した地表

下0.8111で近代照地陪．地表 l‘.l.3mまで掘削したが近代

第II章調査の 記録
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整地府にとどまる．辿構 ・辿物は確認されなかった．

③のilli8.6mJ應点を④ として1.9X 1.6m掘ilillした．埋設

行路設骰予定区間である．地表下0.9mまで掘削したが

現代埋土にとどまり辿梢．辿物は確認されなかった．

⑤は大江C3（大学院実験研究棟）とE2（機器分析施

設）の中1lil付近をl.9x2.0mを掘削した北東隅の一部

に道路縁石がかかるため残したがその下地表 1:l.Im

から柴石を検/J,1した近代建物基礎に伴うとみられる．

地表下1.35mまで掘削したが近代整地陪にとどまる．

⑤の西0.5mを1.5X 2.3m掘削した⑥では地表下0.85

mで0.9x0.9mの近代建物基礎が検出された独立基礎

とみられる地表下1.25mまで近代整地附．地』ぐn.34

mまで近世JJltである．北東側に白粘土分布． Iトi束隅に

煤褐色土を検／1,1したが．掘削が下位に及ばないため詳細

は不明である．

⑦は大江C3の北側を2.0x2.0m掘削した地表下0.71

mで近世包含）けを確認したが既設の配線配竹が支1硲と

なりハンドホール設骰は困難であるとして地表下0.8

m掘削したところで中止となった陶磁器片など数点を

出土した．

⑦の西0.8mを1.95X 1.95m掘削した⑧ は．地表下0.5m

掘削したところで既設配線が支1硲となり掘削を中l|．．した．

現代埋土にとどまり辿跡への影牌はなかった．

⑦の北0.3mを1.7X 1.4mを掘削した⑨は ⑦の変更先

である地表 ド0.93mで北側に近IIJ：包含Ii!!. 怜i(l!llに現代

狸土を確認した建物基礎撤去後の掘方とみ られる．

⑩は1.7~1.9 X 1.2mを掘j'jl]した ⑧ の変更先である．

現薬学部：It| ＂l の後背に位骰している．調在区 lt•i1llII か ら 地

表下1.2mで建物基礎を検出 した l|l心付近に北へ 5cm 

ほど張り出す箇所がある．払礎の北側は地衣下1.28mま

で掘り下げたが掘方は確認されず近代整地）1,•1 にとどま

る．

上記以外の辿構 ・辿物は確認．されず．nざi芍部分の掘削

写真147 ①②調査区近景（西よ り）

¥ • I ' I I' . • c 

＼ 化が 、．f

第rr豆調査の記録

写真148 ⑥近代建物基礎検出状況 （南よ り）

写真149 ⑩近代建物基礎検出状況 （東よ り）

はハンドホールより 1̂．位でとどまる旨を確認したとこ ろ

で残りの箇所についてば恨重工事を指示して立会を終

fした．

本地Iiには明治42年 (l912)．薬学部の前身として私

立熊本薬学如 ＂J学校が建設されており．今回検出した），し

礎は当該時期の建物晶礎である可能性がi',9:jい

5. （大江北・南）樹木移植に伴う立会調査 (1736)

く調査期間＞

2018年3月26Ll

く調査面積＞

28.25面

く調査員＞

山野ケン陽次郎．

く調査概要 ・結果＞

ki-［北 ・南地区の樹木各 1本を薬‘学部講義棟南の緑地

に移植する作業に係る立会を実施した大江北地区で抜

根箇所と移設箇所の3カ所．大社淋i地区で抜根箇所 lカ

所の枷情llをおこなった大江南地区のサンシュユ ((i))

はllill)t1を3.4X 3.5m.地表 F0.7mまで掘削し．最下でや

や締まりの強い，＇．せ褐色 l；を検 II'1 したが．辿物なとは出 1 ••



せず全て現代JI![I；内におさま った大江北地区のモク

ゲンジ （②)は1,＼l|Jt1を直径l.lmの1リ形に掘削し． J也表

か0.4mまで掘j'jljしたが全て現代jll！土中でおさま った，

)＜i_1'．北地区のサンシュユの移設先 (R )は1.4X 1.5m, 

地表 I‘.0.6mまでiIIIli'illした．掘j'jljは現代jilヒl：内におさまり．

埋土中から手抜き成形の赤畑瓦をl.1.¥Jfxり 1_-．げている

モクゲンジの移設先（④ )は施行深炭が0.35mと浅く ，

文化g,1に達する兄込みがないため，7：事業者に掘削につ

写真150 サンシュユ抜根重機掘削作業風景（北より）

・ ーマ̂..9 9--• 
・ヤ

写真151 サンシュユ樹根掘削状況 （北より）

‘‘••• `—-T と` り 以 ll 

写真152 モクゲンジ抜根人力掘削作業風景（北より）

49 

写真153 モクゲンジ樹根掘削状況 （北より）

・-・ 

写真154 サンシュユ移植箇所掘削状況 （東より）

いて指ぷを出 し．立会を終了した．追構は検出 されず

辿物として赤陳瓦 l、1!.［を持ち帰った．

第Il章調査の記録
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II -6 京町地区 ( 1~18 参照）

1. （京町）教育学部附属小学校管理棟新営に伴う

支障配管工事に伴う立会調査 (1702)

く調査期間＞

2017イ1こ4月17日～4月27日

く調査面積＞

43.8511-f 

く調査員＞

大坪志子 ・ ：L•野雄殷 • 吉留 ）i、ロ

く調査概要・結果＞

熊本地設で被寓を受けた教育学祁附駈小学校狩理棟の

建て替えに際し，支照となる配管の盛替えに伴う工事立

会である．小学校管理棟と小学校校舎A棟の1/｝lにある中

庭付近の掘削を A地点．小学校正門から北へ延ぴる構内

道路付近の掘j'jljをB地点とした． 4 JJ20日．辿構のイf

在を確認したため熊本市教育委員会文化振興課へ辿絡し．

立会の中で記緑保存するよう指祁を受けた．

A地）．月は給水管 ・ガス管盛替えに伴う掘削である．小

学校管理棟西側の構l1、J道路から小学校校舎A棟に至るま

での①と．管理棟と校令をつなぐ渡り廊下に接する②に

図8 京町地区における調査地点配臨図 (1/2000)

分かれる．

①は．構内逍路部分1.95X2.8mのうち．既設桝を避け

た南西隅0.9x0.9mを残して札ill'ilJした．掘方の南側から

地表下0.7111 でJ•Ill 設状況を確認できた．現代j』はにと ど

まり辿構 ・辿物は確認されなかった．中庭部分は，既設

桝を避けながら屎へ4.5m. 北に 6Ill. 地表下0.4mを掘

削した．幅は0.3~0.8mとまちまちである掘l'ilJは現代

JJI！七内にとどまり辿梢・追物は確認されなかった ②は，

既設筋敷設状況確認のため0.5x0.5mを地表下0.5m掘削

したが．既設符は存在しなかっ た．掘削は現代J!I!•土内に

とどまり辿構 ・辿物は確認されなかった．

B地点は雨水竹 ・汚水符盛粋えに伴う掘削である． 8 

区に分けた．

11区は，小学校校舎A棟の東側にある既設雨水桝 ．汚

水桝から南東へ6.4m進む．披初の lmほとは雨水行と

汚水筋の掘方が分かれているため0.6m輻だが，合流祁

分でやや広くなり， 3m先からは1.0mllJ蘭となる地表

下l.0mで包含Ii1を確認合流部分付近から地表下1.1m 

でピッ ト2基を検出した．

南に向きを変えて15.7mほどの直線部分のうち． 2.2m

までの 2区では地表ド0.95mで包含II',1を確認，地表 1て

1.05mでビ ット2基を検出した．
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6.4mまでの 3区．8．4mまでの4区はそれぞれ地表

ドU mで地山を確認し辿構は検出されなかった．

ll.2mまでの 5区では地表臼．Omで包含／岡を確認、地

表 l‘̂1.2mでピ ット3払を検出した．

南槌に突き 当たって 2mi！りまでの61メ：では地表下0.75

mで包含｝i"1を確認し．地表下l.lmで硬化而の/1がりを

検／1',した．

小学校狩理棟南の既設雨水桝までの 7区では既設工事

の影評が大きく ．雨水桝の手1lli0.8mの北墜際地表下

1.4 111でごく｛僅かに地111を確認できたにとどまる．

この既設雨水枡から再ぴ南へ折れ， 7.5111先で束へ1111

がる 8区は， 0.7111輻を掘l'ilJした地表ド0.9111で他含府

を確認し． 4.5111南から地表 lごI.Omで焼 1：を伴う硬化而

を検出した地表 Fl.lmではこの艘化面に切 られる

別の硬化面を検出した．調1t1メ西壁にピ ットの断而が認

められる．焼土を伴 う硬化而は，調1'JミIX：西墜で杜痕をと

どめるピットに切られていた．

狭い調杏区であったが京Ill［地区における狼沿の範囲

がこれまで想定されていたよりも南東fl!I)に大きく広がる

ことを確認できた、点は成呆であったといえよう．

A地点①掘削状況 （西より）

i 

写真156 B地点1区作業風景
Iヽ＿ 、』
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写真157 B地点6区硬化面検出状況（東より）

写真158 B地点8区焼土検出状況（南より）

，；烹＿

.... -
;,, •. 

.. r /• :/:?i 
1? 

2 （京町）教育学部附属小学校管理棟とりこわし

工事に伴う立会 • 発掘調査 (1 707)

く調査期間＞

2(）．1 7イド7月3 II~ 8 J J 28日

く調査面積＞

582.01面

く調査員＞

大坪志子 ・上野雄真．

く調査概要 ・結果＞

2016年の熊本地店の被出を受けた教育学部附屈小学校

本館の立替J:{li・に係る事業である．対象建物を取 り壊す

際に基礎の間に辿跡が残存する可能があることから．

上）至を解体したのちに建物や階段邪の基礎撤去前に立会

及ぴ発掘調究を実施したまた．IIil地点でぷ斤築工事の範

囲が．旧岱遺ll棟の北 •西 ・南に広がるため．新築に係る

発掘調企範囲も j,ij時に調杏を実施した．

l| l↑汀ll棟の基礎は．地中梁で大きく 8つに分かれてお

り．これを一区l肛iとして1！わから番りを付した．西側の(「

～③区画は辿物但含／怜が良好な状態で残っていたが辿物

は少な<,検出された辿構はピ ット数個である．竪穴建

第II菜調査の記録
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物らしき範囲もあったが明確に判断できるものではな

かった．④～⑧区画は．辿物包含層は削平されて残され

ておらず．辿構而も上而が削平されていた．ピッ トが数

個と．⑦区画で南北の溝が l条検出されたのみである．

旧本館）討Jllflでは．旧管理棟の基礎（フーチ ング）エリi

の際に破壊された範圃を除くと．幅lm前後の狭Lもな調

介区であったもっとも撹乱が少ない地］．＇f.で は 地表下

0.3~0.4mで辿物を含む赤褐色の土陪が検出される．

既往の調査では．黒色土）杓が古代の辿物包含）屑で． これ

写真159 ②区完掘状況 （南より）

写真160 ⑦区掘状況 （南より）

写真161 南外周5区土器出土状況 （北よ り）

第n章 調査の記録

写真162 南外周5区完掘状況（北より）

写真163 南外周4区迫物出土状況 （西より）

より以下を調介してきたが褐色の土l杓は古代の辿物包

含附の上位に0.6111前後堆梢しており ．古代の辿物を含む

ただし．含まれる土器片は砕片が多く ．今後II炉期の術'ii't

が必要である．l飢i恨ljでは古代のIIかと弥生土器が出土し．

ピット ・土坑 ・竪穴建物が検出された．竪穴建物は．増

を確認できるものがなく．全容の把握は難しか った．

北 ・西側では． ピットが数個確認できたのみである．

3.（京町 ） 工 作 物 災 害 復 旧 工事 に伴う立会調査

(1719) 

く調査期間＞

2017年11月8.9 H 

く調査面積＞

88.90ni (9.645 niを調究）

く調査員＞

新里・i’t之．

く調査概要・結果＞

附属小中学校敷地内の．熊本震災の影押で傾いたフ ェ

ンスおよび民家と接するプロック塀傾斜を復旧するため

の工事に伴う立会調究を尖施した．

附屈中学校グラウンド北西隅様界部分のフェンス」;.tji
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は新たにフ ェンスの文柱甚礎部分を掘削する」？liであ

り，計29か所の町lj予定であっ たが 数か1所を掘削し，

辿物但含l\~1および辿構の確認された時点で周辺の掘j'jlj i~II 

を増やすという方法で調ftを実施した．結呆， 9箇所を

掘削し (J¥~ l地点の顛に掘削）． 5箇所で辿物但含lト1

および辿物小片を確認できた．以下．北から地点別に I・.

}\~1 の様子と辿物について概略を記す．

B地、1,',(は最も北に位1対し．幅1.5x0.8111範囲で深さ0.9

mを掘削した． LIt1の残りは悪く．地表 1-::0.56m でJ,~i:1it

ローム1＼・，1(3g1)を確認した．辿構・辿物は確認されな

かった

C 地．I•Iil;J:B 地点から6m南に位似し． 幅l.J X 0.9m範1)II.

深さ0.9mをt¥1!j'jljし．地表下0.49~0.54mで甚批ローム）i，1

(3)1,4）を確認した．辿構 ・逍物は確認されなかった．

A地］．I・［は． C地点より 南 に6m. 束にl.5mの地）．せで

大きなクランク部分に相当する．幅l.15XQ.9m範l/11．深

さ0.85mを掘j'jljし．地表下0.3mで黒色土府 (21屑），地

表下0.55111で）＇し盤ローム陪 (3}習）を確認した．辿構・

辿物は確認されなかった．

D地］．［i.は． A地］，’f、よ り10m南に位置し．幅］．2X 0.9111 

範1)li．深 さ0.9mを掘削 し．地表下0.3111で黒色土）｛り （2

}f-1)を確認、した．土lfo1輻0.6mほどの原みで確認された

ものの．明 (i(Iiに分／1~1ができずまた．辿構・辿物は確認

さ ~ Lなかっ た ．

E息，liは． D地．I！iより 8m南の緩いクランク ,'111分に位

骰 し．輻1.5x0.9111範叫深さ0.72mを掘削し．地長 1；；

0.24mで黒色-1::/け (2／0)を確認したここは2a}¥'1と2c

li,1 （地表ード0.49111)に分陪できたが．辿構は確認されな

かった辿 物は2a府から土師器小片が2点1J＼上 した．

F地、1位は． E地点より 6m南に位骰し． ill/1iJ.2X 0.9m 

範I}t1．深さ0.72~0.77mを掘削した地表下0.34mで2aIf’1. 

地表下0.5mで2bI怜底而で2c陪が確認された．束壁で

投乱の土坑が底而レベルまで述していたほかは，辿構は

確認されなかった． 2a)習で士師器小片6点がIll土した．

［地、1¥は． F地、点より 4m南に位樅し．幅1.3X 0.9111範

圃．深さ0.75mを掘i'illした地表下0.45111で2aI惰底l(li

で2blI、1が確認、された．辿構は確認されなかったが． 2b

／曽で且iii悩小），1ベ令JO、点が出土した．

G地！．I、(は．1地、1位より 6m南に位附し．輻 lX 0.9m範

囲 深 さ0.9111を掘削した地表下0.35mで2a/1・，1. 地表

F0.66~0.78111で2blf1が確認された．辿構は確認されな

かったが 2aI"りで士tiIi器小片 1点須忠器小），1・1.I!．i.

2b/Mで」；ti|i器小｝，1^4 ］.1.I：が出士 した．

II地克．は．最も 南に位iu:する碁礎部で llli,¥1.3 X 0.9 m. 

地表 f0.75mまで掘削した 全て2a附に類似した 1:li,1で

あったが 所々にガラスや現代陶器 セメントなどを含

んでしIたため．表士 ・樅乱悩と判断した．底I面で 1淵lIi器

杯l,1位および上tili器小片 2点が,'M土した．

A ~ ］地点の状況からは． Ill地形は北から l村に傾斜し

ており ，包含府に大きな彩押はないものと判断 した．残

りの掘i'jILI．．事は1襄爾に進めるように指示し． ,U,¥J杏を終了

した．

J詞吐．}f1は以下の通 りである．

2a k'4 :，[I.＼褐色10YR2/2シルト． 上器細片や木炭を含む

かなりしまり良い．土器小片がわずかに出土する．

2b /fli:黙褐色10YR2/2シルト ． しまりが良く ．わず

かに辿物小片を含む

2c 11'1 :患褐色10YR2/2類似 （やや明るい ）シ ルト．

しまりが悪く．追物をほとんど含まない．

3 liVi:褐色7.5YR4/4シル ト． まれにII；砂赤褐色5YR316

の小（券を含む．基盤のローム11'1. 辿物なし．

附属小学校と民家の境界になるプロ ック塀地，1.'.(は プ

ロック）}汁に沿って輻1.4xQ.6111. 地表下0.3111の掘i'jllを

実施 した結果表土の範岡内にお さまり ，包含料に直

接の影押はないと判断し，調←1tを終 rした，

附屈中学校のフェ ンス部分に関しては， 1¥]に行くほど

艮奸な包含lf!iが残存している可能性が心’jいため，」こ’lT•に

際しては1’襄重な対処が必要となると ぢえられる．

写真164 C地点掘削（北より）

第 II立即査の記録
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写真165

ぷi

写真166

写真167

A地点東壁土阿 （北西より）

D地点東壁土府 （北西より）

E ・ F地点作業風景 （北東よ り）

写真168 E地点東壁土府 （北西より）

第II章 調査の記録

写真169 F地点東壁土屈 （北西より）

写真170 H地点東壁土府 （北西より

写真171 附小民家ブロック塀作業風景（南より）



4. （京町）教育学部附属中学校給水管補修工事に

伴う立会調査 (1739)

く調査期間＞

2017年9JJ l日

く調査面積＞

0, 5 3 nf 

く調査員＞

大坪志子，

く調査概要・結果＞

教宥学部Ii(J屈中学校のプール付設シャワー室の水逍管

の補修工事である．緊急．対応として熊本市文化振棟課に

許可を得た．指祁は1北重工事であるがセンター職員が

立ち会った．

シャワ ー外盛から外にある止水弁までの約0.8XQ,66m

の範1)りを掘削した．深さは地表下O.Gmである．既存の

水道管を切断して新しい秤と交換するものである．埋土

内で作業が可能であることを確認した

写真172

-~., 
ーコご.. 

・・-"$; 
炉 i
，こ•" 

写真173

作業風景 （南西より）

掘削状況 （西より）
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5 （京町）教育学部附属中学校体育館改修その他

工事に伴う立会調査 (1725)

く調査期間＞

201811'l /-J ll. ・ 18日．

く調査面柏＞

260.17ni 

く調査員＞

I：野雄n.
く調査概要 ・結果＞

2月13~16日

教育学部附屈中学校休脊館の改修その他工事に伴う 1:

lli．立―.会である． 1 ／l l1日．辿梢の存在を確認したため熊

本市教育委貝会文化振映課へ連絡し．立会の中で記録保

ィfするよう指祁を受けた．

体育館東fllllの多目的トイレ新設箇所を ］区柑外階段

部分を 2区南IllIjil：而入Ll周辺を 3区．西側階段下を 4

区とした．

1区は現代の彩郭を強く受けていたが梢杏の結呆．

地表下0.3m付近で住屈跡1・ピッ ト3・柴石分布 1を確

認した．

2区は地表下0.28111で地111を確認し． ピット 2.来イi

Lを検出した．掘削が 1：位に及ばないため詳細は不明で

ある．

3区は．中学校休育館1fiII!llの比較的広い講l'i!fl凶である．

9小区に細分したがこのうち辿構を検出したのは3b・ 

3hの2箇所であった． 3aは12X 1.5m, 地表下0.28111を

掘削した．体育館の南4m付近までしかまとま った地,,,

は確認されず，大半を現代掘方が占めていた． 3bは15

x0.8111. 地表下0.26111を掘削した．3aとの接、1ばから西

へ3.5mまでの範1)月にピ ッ ト2.上坑 lを検出した．掘

削が下位に及ばないため詳細は不明である． 3cは樹根

撤去に伴う掘削である．店令から半径1.5111ほどを地表7,・

0.3111掘削したところで撤去で きた現代埋土に とどま

り辿構 ・辿物は確認されなかった． 3dも樹根撤去に伴

う掘削である．幹を中心に 2x2111.地表下0.45111掘削

したが撤去の過程で抜取り痕が生じた地表 1‘.l mま

で及んだが現代埋土にとどまり辿構・辿物は確認され

なかった 3eは3.7x0.7m.地表下0.26111を掘削 した．

3bから lm付近でわずかに地l_llを確認 したほかはすべ

て現代掘方であ った．3[は変則的な形状をしているが

おおむねL3~2.0x6m. 地表下0.38mを掘削した大 ’I'.:.

を現代掘方に切られており ．中央付近で1.5X 0.5111ほど

地1|1を確認、したに とどまる．辿物は出土 していない

3gは4.6XQ.7m, 地表下0.26111を掘削した大半 を現代

掘方と花棺基礎に切られてお り．中央付近で地"'をわず

かに確認したにとどまる追物は出：I:していない． 3h

第 ll章 調査の記録
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は1.8~2.8X 6.5 m, 地表 F0.38mを掘削した西illlから

ピット 4-)，いを検出した．掘削が下位に及ばないため詳細

は 和月である．3iは長さ 12111.南西隅は三角形状に1ムが

るがおおむね幅1.5111, 地表下0.28mを掘iIjllした現代埋

士にとどまり辿構 ・辿物は確認されなかった．

4区は．体育館西側の歩廊に設けられた 2箇所の階段

改修に伴い基礎を新設するための掘i'iIIである．4aは0.8

X0.6mを掘削した地表下0.31~0.39mで硬化而を検出

した．4bは0.94x0.8mを掘削した地表下0.28111で地山

を確認した大半を現代掘方に切られており残りは良く

ない．北側の掘）jから釧銭が 1枚廿'1 1；した．I｛苅食がひど

く文字は読み取れない 4cは0.8X 0.6rnを枷li'ilJした地

表 l:0.28mで栗石と．その掘方に切 られるプランを 1基

検出した．溝とみられるが辿存状況が良好ではなく．辿

物も 出土していないことから詳細は不明である． 4clは

0.8x0.8mを掘i'illした地表下0.26111で栗石を検II＼した．

部分(Iりな確認にとどまったが当調究区は0719・ 072] 

調1f区と 1417・ 1443調在区の間に位ii1i'.しており ．両者を

補完するものといえよう ．

写兵174 1区作業風景（南より）

写真175 1区遥構検出状況（南より）

第II豆調査の記録

写真176 1区住居跡完掘状況（南より）

写真177 4a ・ 4b調査区近景（北より）

写真178 4a硬化面掘削状況 （南より）
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IIー 7 新南部地区 (I又19参照）

1. （新南部）加工 舎取り壊し工 事に伴う立会調査

(1732) 

く調査期間＞

20)8イド 3J-J 7 ・ 22「|

く調査面稲＞

80.9211-l 

く調査員＞

士野雄ti・• 
く調査概要・結果＞

教脊学部附屈新南部／此場における）JII上舎の解体．およ

び）j|IT．舎周辺の樹根撤去に伴う工事立会である．

樹根① は幹を中心に2.4X 2.4mの平行四辺形状に掘削

した地 表下0.3mで包含！罰を確認した地表下0.5111ま

での掘i'iIjで撤去できた．辿物は出土していない．

樹根②は2.2x2.2mを掘削した地表下0.3mで包含11"1

を確認した地表下0.5111までの掘削で撤去できた．辿

物は1li-Kしていない

樹根③は2.2X2.2mを掘削した地表下0.3mで包含／（イ

を確認した地表下0.5111までの掘削で撤去できた．辿

物はI」1」；していない．

樹根④ は2.3X1.9111を掘削し．地表下0.3mで但含11'1を

確認した地表下0.5mまでの掘削で撤去できた． Jh1!JJ 

北端は）JII工令基礎に南接しており ． トレンチもかねて基

礎脇を掘削すると地表下0.3mで基礎底部を検Illした．

逆丁字状で． 0．07m外側へ張り 出 し． 0.2m幅のil:I!）jがあ

る地表下0.42mで基礎下割石を検出し．地表下0.6111で

地Il」を確認した．逍梢の検出はないが土fil|i器を数）．’．i/1,I

土 した．

樹根⑤ は2.4X 2.4 mの掘削だが掘削範囲のIf-ii'り隅に

屋外洗い場の晶礎がイi在するためー・部狭くなっている．

地表 ド0.32111までの掘削で撤去できた現代JII!」：にとど

まり辿構 ・逍物は確認されなかっ た．

樹根⑥は5本が近接しており ．周囲を取り PI:Iむように

レンガがJIItめ込まれていた． 5本のうち 4本は掘削する

ことなく撤去できたが残り 1本について幹を中心に1.6

x2.2111を掘削し．地表下0.24mまでの掘削で撤去できた．

現代J見-1：にととまり辿構 ・辿物は確認されなかった．

樹根⑧は上辺2.3111ド辺l.9111油jさ1.7mの逆合形状に掘

削した 地表下0.3mで包含陪を確認し．地表下0.39mま

での掘削で撤去できた．辿物は出土していない

樹根⑩ は1.6X 2.0mを掘削した地表下（）．32mで他含

1付を確認した地表下0.4mまでの掘削で撤去できた．

近1せ陶磁器片を ］．I梵出」：した．

樹根⑫は2.1X 2.3mを掘削した地表 l‘―o.3mで但含附

を確認した地表 Fo.5mまでの掘削で撤lどできたが

西培から約0.4m幅で辿構の一部とみられるプランを検

出 した大半は調壺区外へ広がるとみられ詳細は不明で

ある，土師器数点を出土 した．

樹根⑦⑨⑪は掘削することなく撤よできた

}Jll工舎の基礎撤去に伴 う掘削では''り初は非礎の両側

を0.8111幅で掘削，底部を釦IIさせ撤1；する計画だったが

樹根④撤去時の結呆から片側のみの掘削で撤去可能と判

断し，掘削方法を変更した．外整は1)、J(JIil. 梁は東側 ・南

側を掘削したが造りつけカマドの部材にダイオキシン

汚染が確認されたため別途搬IIIすることになり，その便

宜を図るため加工舎の束壁と北墜については建物外Illllを

掘j'jljした西壁横を掘削中に辿構を検Il'，し．現地での協

議の結果掘方Jll1上を掘削し枯礎 l噌I；をi'；；；出すれば撤去

11}能 であると確認でき，掘j'jljを阿避することができた．

西槌横では，北側は地表下0.39mで他含Ii,1を確認．北端

1.5m付近から地表 1--0.21~0.3811'1で辿構を検Illした 東

側でL.3m幅，西側で0.6m1j1乱を測る．近枇とみられる，

梁部分では 北側では地表 l‘―0.27m. 南側 では地表下

0.26mで包含Jr:'/を確認したが横梁部分は地表下0.38m

で包含）罰 を確認した南墜柚では，西側は地表下O.'l9m

で他含l呂を確認した．束iIlIIは地表 1‘.o.4mで現代坦l-Kで

あった東陸横では北側は地表下0.28111.中央付近は

地表 f0.36mで包含附を確認した．北側 Im付近のQ.4X 

0.4mの桝は掘削なしに撤去できたが掘方を観察した

緒米地表下0.35111で包含屑地表 rn.59mで地山を確認

した北墜横では地表下0.28~0.3m で包含/~を確認し

た 加工舎中央北側の地 l‘.lti載 9lli跡は．地表下0.5m付

近で（波砕撤去し下位は残骰することになっていたが基

礎と 地表土との間にO.lm程炭の隙間が見えていたこと

から辿跡へ影評を与えず作業可能であることを確認し．

•Iiけ「しいliを指示して立会を終了した ，

工事立会中， 樹根CD@J;~J辺をはじめ． ）Jl l工舎束隣の股

夫舎横に梢み上げられたものなど相当 :1tのレンガを目 に

したが前述のカマドの部材を除いてはすべて 「熊木監

獄」銘のレンガであった新南部農I;ilはl|{1和31年 (1956)．

教脊学部の黙嬰移転後新たに取得し整備されたという経

綽から 1次利用であるとは考え難く，黒嬰地区で解体さ

れたレンガ建物の部材を2次利）IJしたものとみられる．

第 n立調査の記録
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図9 新南部地区における調査地点配匿図 (1/1250)

:
 

1732 
リ，I道

盟←
/、パ曰
ヽ
I 

、/‘―------------・ 

/ ／‘/’ノ‘ ＇一9.―̀如榔墨似↓

/；/’  
/ / 

I 
、 ✓- I 

/ / 

、"/
、, :—========i /／―----； 二Jb¥
は三 □□□  

-・.. . 

゜
50m 

写真179 調査区近景 （南西より） 写真181 加工舎西壁横追構検出状況 （南より）

写真180 樹根⑫撤去完了状況 （東より）
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IIー 8 城東地区

1. （城東町）教育学部附属幼稚園管理棟遊戯室災

害復旧工事に伴う立会調査 (1710)

く調査期間＞

2017!.f-8月28日

く調査面栢＞

0.18面 (2.08n1)

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要 ・結果＞

教育学部附屈幼稚園の敷地の南にある塀に沿って．

フェンスを設i在する工事で．基礎の掘削に立ち会った．

基礎は 2mr:！］I柑で13箇所設iiit予定である．この中で3

箇所を試掘した．束側の① トレ ンチでは 地表―f0.35m

でロームと考えられる粘土府が検出されたが．その下位

より焦土が検出され．プライマリーな土）杓ではない千

定の地表下0.55mまで掘削したが辿物包含）i1や辿構I而

は検出されなかった

写真182 ②地点作業風景（東より ）

写真183 ①地点掘削状況 （東より ）
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写真184 ②地点掘削状況 （東よ り）

写真185 ③地点掘削状況（東より）

|？li範 1)tlの中央 ⑰）トレンチは表IM(）りさ0.25m)

が砂I'，9,［その下は/1/さ5cm程の砂利の}¥'Ii.その下はやは

り砂l¥、1であった表｝fイの砂は砂楊の跡かと考えられ．砂

利のドの(i少ば黒色の粗粒で洪水砂のようであった．本地

、1_'.(．でも．辿物他含悩や辿構I(liは検／I¥されなかった．

西側の③ トレンチでは砂の表）t1(／駁さO.lm)の ドに．

① トレンチで確認した粘土）杓 (/1,iさ5cm)があり ．その

ドは砂Ir1であったこの砂は細粒で iilj砂 のようであっ

た．本地，1位でも．追物包含11'1や辿構而は検出されなかっ

た．

第 1I菜調査の記録
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II -9  渡鹿地区 （図10参照）

1. （渡鹿）教育学部倉庫新営電気設備工事 に伴う

立会調査 (1729)

く調査期間＞

201811~ 2月21日～23日

く調査面積＞

49.5ボ

く調査員＞

吉留広．

く調査概要・結果＞

教育学部倉EIIの新営にあたって竹理棟から逍気を1；1< 
ため．埋設配管 ・ ハンドホールを新設するエ1i•に伴う立

会調究である．

ハンドホール新設のための掘削は2箇所あり ． l箇所

Hは既存倉廊の南囲端から南側に5.2mのとこ ろを 2X 

2mの範囲で地表下1.3mまで掘削した． 途中深さ0.8~

1.2mで音合水管と思われる鉄管を確認したが現在使川

していないことがわかったため撤去したまた地表下

1.2mのところで東聖に半分ほど埋まる形でヒューム竹

がみつかった．工事には支1旅がなかったため．現地にと

どめる こととした．掘削範囲内は鉄管やヒューム府の掘

方埋土内におさまった しかし．）L（Ifiiからは焦色土の地

山と息われる1習を確認した辿構・辿物の検出はなかっ

た．

2箇所目は管理棟の南西端から西側へ8.9111のところ

を 2X 2 111の範囲で既定の地表 Yl.3111まで4hlli'ilJした．

途中．深さ lmのところでロームが多 <iJもじる非常に硬

く締まった1罰を検出した．1位上に瓦が張り付いていたた

め．新しい時期のものと判断し．範1)l1を記録した後既定

の深さまで土を観察しながら掘削 していくと． ロームが

多く枇じる）晋の下1杓は順に．（保を多く含むl火黄褐色土の

蹄ロームが多く混じる）怜礫を多 く含む黒褐色 1：の）［＇1

となっており ．さらにこの府の下からは一部． ロームを

多く滉じる！名が額を出したことから． li.）i,1梢みをおこ

なっている様子がうかがえた当該地、1.'.,：は終戦時ま で1:
兵第六連隊の兵営が骰かれており ．これらの1：は兵党が

建っていた時期の辿成土である可能性がある．

埋設配管配線新設箇所は．↑籾l!•1東の I*ji,lj端か ら 2 箇所

日の桝までを繋ぐルート ・2箇所目から 1箇所のIIのハ

ンドホールに繋ぐルート ・1箇所 1三1のハンドホールから

新設する教育学部危／車に繋ぐ北匝に延びるルートがある．

掘削は lm以内でありハンドホール箇所の掘j'jlj状況から

包含陪に彩評はないと考えられ． •t翡巫に上 9liをおこなう

第 II迂調査の記録

ように指示した． しかし管理棟から 2箇所目のハンド

ホールにつながるルート箇所はハンドホールから管理棟

にかけて地形が下がり lm掘削すると包含陪への影料限が

考えられたため調究をおこなうこととした．

輻0.9X II mの範囲を掘削したところ 管理棟南西端

から西側0.6~1.2mにかけて地表下0.8111のところで黒色

|．．の地lJIを検出した．工事は0.8111の深さがあれば施行

できるとのことであったためそれ以下を掘削しないよう

に指ホし調1tを終 fした．

写真186 No.①調査区近景（南より）

写真187 桝①掘削状況 （北より）

i[ 

写真188 桝②掘削状況（東より）
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図10 渡鹿地区における調査地点配四図 (1/2000)
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2.（渡鹿）教育学部倉庫新営その他工事（建築・

機械設備）に伴う立会調査 (1730)

く調査期問＞

2018:'.1° 2月21• 22 n 
く調査面積＞

562.5ni 

く調査員＞

＝印J
口 Il.I).l.＜.

く調査概要 ・結果＞

教行学部介／Ili祈‘益にあたり建築 ・機械成fiiiに係る¥J_こ会

調1tである．本 l：事で掘i'iりを11’・う l立li箇所として①建物

Ai)1韓礎箇所②建物札：基礎③建物ピット箇所④給水管：．排

水狩箇所⑤排水竹 ・ガス狩箇所⑥ コンクリートプロック

l"J柱J出礎箇所⑦ I ••I :ij ・ 緑石箇所があった ． これらのT.}li.

の中で泣も掘削深炭を災する①の既イtitliliの北側箇所と

i¥il！り端箇所を先に,]紐し．その他の箇所は状況を見て1’lj

断することとした．

既存介）1li'..lt11!1J箇所は介／9ドの東端から北側に1.8m. 束

側に11.J111のところにある桝と既イパ袢liの西端から北fl!IJ

にJ.7m西側に0.8111のところにある桝に排水符を繋ぐた

めの掘削である地表 ド］ mか ら0.7111になるよ うに東

側から 1［り1l!l)へ徐 々に ，ijくなるように勾配をつけ．l.3X

31.7111の範囲を掘j'jljした東側の桝から西側に0.2mは桝

の1）:I!）jとなっており．そこか らl1り11!1l7.6mにかけて地表

ド0.9mのところでII行褐色の近 11|：包含）f1と息われるもの

を確認した．近 憔包含）f1と息われる）I、1を切る形で1出llil7,6

~9.2111にかけて灰褐色の）（りが確認された． この｝［りから

はコンクリート 片は見 られなかったが．9.2111から以西

はコンクリートを含む現代のJ』じl：に切られていた．）火褐

第ll芸調査の記録
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色の陪は西側に立ち上がりが見られなかったため．広が

りは確認できなかったが．近世から近現代の溝か落ち込

みの可能性がある．東側は地表下 1mの掘itill予定であっ

たが0.9mあれば工事が施工できるということであった

ため．包含陪の掘削はしていない．辿構 ・辿物の検IIiは

なかった．

既存倉｝iドの南西箇所は．倉｝1ドの南西端から南側に0.5

mいったところを晶、点に東側へ0.7m. 西側へ3.6mの長

さ4.3mを輻 lmの範岡で地表下0.75mまで1k1!i'ilJした．範

写真190 倉庫北側給水 ・排水管箇所東側作業風景 （北東より）

写真191 怠庫南西端給水 ・排水管箇所掘削状況 （東より）

写真192 念庫北側給水 ・排水管箇所掘削状況 （東より）

第 1I迂調査の記録

圃l}、Jにはフューム笠や塩ピ狩が4本入り糾んでおり 全て

掘方JI !,• |：内におさま った．辿構・ 辿物の検／1iはなかった．

そのほかの①～③.⑤～⑦の工事は深さが0.8m以内に

おさまることから．包含附への影秤はないと 判断し•ti’i重

にJ諷Ji•することを指示 し瀾布を終了した．

写真193 排水管箇所南壁土府断面 （北東よ り）



Il -10 渡鹿地区 （宿舎）

1. （渡鹿2)渡鹿住宅2号棟屋外ガス管改修工事

に伴う立会調査 (1731)

く調査期問＞

2018年3月6II 

く調査面栢＞

1.55111 

く調査員＞

こI:野雄i'i:.

く調査概要・結果＞

渡鹿住宅 2号棟の屋外ガスii守改修 l,．事に伴う立会調1t

である．

2砂棟の康1Jlll.1.55 x LO mを掘l'illし た地 表下0.5111

でコンクリー l、製基礎を検Il,Iした．I淵杏区のほぼ中央を

縦断しており ．0.2111輻で上部にl!.'.1,1りはない地』ぐl‘.o.7

mで L字状の下部構造を検II,Iした．塀の），闘礎と考えら

れる．コンクリートの密炭は低く ． レンガ片が混人する

など湘ll悪である．基礎の下はO.lmほど現代埋土が入る．

西墜付近から地表下0.8111でガス管のII-．栓部を検II・＼した．

掘方の外側は近代整地}¥',1である．地表下l.37111まで掘削

したが辿構・辿物の検出はない．これ以上の掘削はな

いことを確認して立会を終了した．

写真194 調査区近景（南より）
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IIー 11 新屋敷地区 （図ll参照）

1. （新屋敷1)新屋敷 1号宿舎取り壊し工事に伴

う立会調査 (1737)

く調査期間＞

2018年・ 3月26・ 28 LI ~ 4 J J 3 17 

く調査面積＞

69.66111 

く調査員＞

士阻i・b:HJ't.

く調査概要 ・結果＞

熊本地況により被内を受けたi,'.）t}我敷 1J,)•宿舎の取り壊

しに伴う」;4i.、'［会である．熊本市教育委員会による新）＿ii

敷辿跡Itr：第36次調ィt（以 l‘.「市36次調ft」）と隣接して

いる． iii舎およぴ水道管 ・ガス符 ・1.11]・樹木が撤去対象

となった

観察の結呆． I杓Ii.；は5陪に分かれる．

1 ！杓は現代とした．市36次調1tの Ia.lbJr,1に当たる．

2 /1りは大試の炭・焼土強い 2次焼成を受けた瓦を

伴っており ．空痰痕跡と判断し近代とした．i|i36次調ft

のTc・ IdおよびIlaliりに当たる．

3)杓は近・IItとした．市36次調在のIlb}I‘•1 に当たる ．

4111は古代とした．市36次調i1tのIIIIMに当たる．

5府は辿物を伴わなかったことから立会時には地l|！と

していたが． 1ti36次瀾査の IVlfりに相当することから縄

文～古代の下位包含lf•1 とした．

建物枯礎は．撤去に先 Iグ．ち 5箇所を），只礎l祭0.35ml胤

掘方Jll!• _ |：内を掘削 し確認したところ ． 底部まで断而形状

の変化はなく．その ド位は来石1竹であった．身Mil竹まで

の深さは地表 1~0.2s~o.32 111 である．栗心は撤去対象外

であったため．掘削なしに撒去することができた．

門扉J，厨礎は． 既設配管の位樅を確認しながらの掘削と

なったため．樹根①掘方と重複するように 4x2.7mの

範圃でイ＜定・)［多な掘方とな った 地表下0.3mで柚に広が

る l咽l；構造があり．以下は残附することとなったため拙

削なしに撤去することができた．

ガスit}：は．Iif逍からのり1込み部分がこの下部構造を I<

越ししていたため．J,1濁礎の脇を地表下0.9mまで掘削し

て切断撤去した地表下0.25mまで 1府地表下0.54m

まで 211'•1. 地表―ro.77m まで 3 岡以下は 4}I，1 であった．

ガス行は引込み箇所から急激に立ち上がり ．細い鉄竹ヘ

接続していたため．IIlii端の地上i柑II}部分から重機をlllい

て引き I・．げ． 撤去する ことができた．給水管も同様に撤

よした．塩化ピニール製の排水竹は．掘）i埋士を掘削し

第 1I章 調査の記録
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図11 新屋敷地区における調査地点配臨図 (1/2000) 
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て行を露出させ撤1;• した．追跡への影押はない．

樹根は．掘削を伴った21本について記録した掘削は

2／杓までを 11安としそこでり）断除去する方針で1臨んだ

がいくつかの樹根については抜取り痕が生じた．

樹根のは］．45X 1.5m を掘削した地表 1‘•(）．4m で 3 }f1 

を確認撤去の過程でi'-'：径0.4m．深さ0.5111の抜取り痕

が生じた．抜J収り痕内で地表下0.65mから 4府地表 I‘.

0.8111から5}付を確認した．

樹根＠）は2.4x 2.5mを掘削した地表下032mから 2)怜

地表下0.44mから 3}杓を確認した．ここで切断除去でき

下位への影押はなかった．

樹根③ は2JX2.6mを掘削した地表下0.25mで 2}1寸

を確認した．ここで切断除去でき下位への影評はなかっ

た．

樹根切 よ幹を中心に直径2.8mを掘削した地表下0.3

m付近で近代とみられる来石を検／l',した地表ド0.43m

で3)怜地表 f0.58mから4)i,1を確認、した．土師器 ・頒

恵器を出土している．ここでりJ断除去でき下位への影秤

はなかった．

樹根⑤は1.9X 1.7111を掘削した地表 f0.08mで2}（り

と建物晶礎を検出した 地 表 l-"0.23mまで掘削し．りJI訓

撤去した．2 ｝爵士にとどまり下位への影罪はなかった．

樹根⑥は2.0x1.65111を掘削した地表下0.25111で3}i4 

を確認撤去の過程で而径0.9m.深さ0.3lmの抜収りji↓

が生じた抜収り痕内から地』と下0.4(imで4荊を確認し

た．

樹根(7)は1.75X 1.7mを掘削した地表―i'0.32mで 2)怜

地表 F0.4111で 31名を確認し．撤去の過程で0.8XQ.4m. 

深さ0.4mの抜収り痕が生じた．抜l収り痕内から地表 l‘.

0.67mで4陪を確認した．

樹根⑧は1.811X 1.75 mを掘削した地表 l‘.0.32mで2)I、91.

地』ぐFo.IImで 3)習を確認したここで切断撤去でき I‘―

位への影押はなかった．

樹根＠）は2.3x2.0mを掘削した．既設の構造物を避け

たためやや不定形である地表 F0.09mで2IMと栄石を

検Illした地表下0.26mまで掘削し．りJI折撤去した． 2

屑 tにとどまり下位への影評はなかった．

樹根⑩は1.8X 1.8mを掘削した地表下0.3mで2府と

建物基礎を検111しな地』ぐ下0.4mまで掘l'ilJし．切断撤

去した 2)罰士にとどまり下位への影押はなかった．

樹根⑪は1.8X 1.8m を掘削した地表下O.l8m で 21~1

と来石を検出した地表下0.32mまで掘削し．りJI折撒去

した 2)付土にとどまり F位への彩岬はなかった、

樹恨⑫は1.2X 1.5111を掘削した地表下O.llmで 21¥'1

と建物碁礎を検出 し た 地表下0.28mまで41:Ili'jllし．りJ断

撤去した． 21i,1土にとどまり下位への彩評はなかった．

樹根⑬は1.5X 1.8mを掘削した地表下0.26111で 2/M

を確認し．撤去の過程で0.4x0.8m. 深 さ0.54mの抜J［又

り1J迅が生じた．抜取り痕内から地表下0.42mで3)怜地

衷 f0.7mで4/f,1を確認した．

樹根⑭はl.Sxl.8111. 1既設の構造物を避け台形状に掘

削 し た 地表 1‘.0.14mで2)習を確認した地表下0.26111

第 II迂調査の記録



まで掘削し．り）断撤去した．

影評はなかった．

2 }杓土にとどまりド位への

樹根⑮ は1.8X 1.3mを掘削した地表 F0.19mで 2附

を確認し．地表下0.22mで建物晶礎を検出した地表―I<

0.29mまで掘削し． I;/)断撤去した． 2M|こにとどまり下

位への彩牌はなかった．

樹根⑮⑰⑱は掘）jが接しており ．また既設構造物を避

けたためィ＜定形であったが 3.8Xl.4mを掘削 している．

樹根⑯では地表下0.16mで211'1を確認し地表下0.24m

で建物碁礎を検出した．撤去の過程で附径lm.深さ0.36

mの抜取り痕が生じた．抜取り痕I}、］から地表 FO.4mで

3 II'りを確認した樹根⑰では地衷 l‘.0.26mで291',1を確認

したここで切断撤去しド位への影秤はなかった．樹根

⑱では地表下0.3mで 2/Mを確認したここで切断撤去

し下位への影押はなかった．

樹根⑲は1.65X l.Q5mを掘削した 地表下0.2mで2lf-1 

を確認した地表 F0.34mまで掘削 し． 切断撤去した．

2 /f-1:Iこにとどまり下位への影押はなかった．

樹根⑳ は1.35X 1.15mを平行11.!:I辺形状に掘削した． 地

表下0.25mで 2li"'tを確認した．撤去の過程で0.3X0.4m. 

深さ0.25mの抜収り痕が生 じた．抜取り痕内から地表―|‘•

写真196

写真197

調査区近景（東よ り）

1 

心窯心皿認・‘

基礎周り②掘削状況（東より）
•て

／ 
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0.33mで31i,1を確認した．

樹根⑳ は1.2x l.Ornを枷！削した地表ド0.25111で 2/f1 

を確認したここで切断撤去し下位への影孵はなかった．

これ以上の掘削がないことを確認して立会を終了 した

写真198 樹根④撒去完了状況 （東より）

第II章 調査の記録





Jill蔵文化財調壺センターは． 1994年より実施している

構内辿跡の調壺成呆やその恥災性について．如 lli教fiで

の活川を目的として．）足示などの活動を辿じて人学内外

に発信している

本センタ ーでは．1i1i年｝虻に実施した調究）成呆を辿報展

として公開す る が 2017年度は前年4月に発生した熊本

地震の影親で構内辿跡，祉隣の実施がなかった．このた

め．企画展を実施した

このほかオープンキャンパスやホームカミングディ．

授業協力などをとおして．，祁l1t)成呆の公1}Fl事業を1}fliitし

た．

1.特別展示 「生活道具はかわらない？」

く開催期間＞

20171f12J=J 1「1~2017JJ4 JJ271―I 

く開催場所＞

裡蔵文化財調査センター）Jとぷ至

＜概要＞

これまで実施してきた構l}、J,i/,¥J1f.で出士した辿物につい

て．「生活道具」 という視．，ばにたった企画展を尖施した．

辿物を 「器」「装身共と逝具」「調理道具」「採集追具と

)JIl |．．具」「秘と副葬品」の 5つのテーマに分け．H:Ji||．『

代・近代 ・現代の生活逍具類とともに展示しその機能

がほとんど変わらないことなどを紹介した 1}flili：期間中

は．学内外から209名の参加があった．

く掲載記事・報道＞

2017年12月8日熊本11II祈llrl

2017年冬期 ：「熊大辿信」vol.67

写真199 特別展示 展示説明会実施状況

6 7 

2 熊本大学オープンキャンパス2017「熊大追跡

巡り」

く開催期間＞

2017年8月511 

く開催場所＞

黒髪南キャンパス

＜概要＞

侮年実施される．オープンキャンパスの際に．本学を

訪間した泊j校生や保設者を対象に展示至の1}}.j放と． fi'ltl}、1

辿跡巡りを実施した．辿跡巡りでは． 工学部技術部と共

同開発したアプリ 「クマダイ辿跡巡り」 を利）IJした． t1，h

内に設樅してある辿跡／帷説版すべてを巡った方には． オ

リジナルキャラクターをデザインしたステ ッカーを配布

した．参加 ・挑戦者は2l名

写真200 センター展示見学の様子

3 授業等への協力

・ 2017年 4月12. I H. 2611. 5月10日：グローパル教脊

カレッジの小池ウルスラ先生・チャン ・チェオン ・ジェ

ン先生の授業協）Jと受講II:48名がセンター展ぷ甘只砂↓学．

展示説明とア プリを川いた授業協力．

・ 2017年 4JI 2711 :文学部の木下尚 f•先生と 約 lO名の学

生の授業協力．

・ 2017年 5月1611:文学fillの木下尚子先生 と71名 （史学

概論受講生）の学化の授業協）」．

・グローバル教脊カレッジのクリストフ ァー・ ジョンソ

ン先生と27名の授業協）J.

・ 2017年12月1311:文学部の小畑弘己先生と約110名の授

業協）].

第1Il章 文化財活用活動の記録
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く掲載記事 ・報道＞

2017年5月19n 熊本日日新聞

2017年6月5「I ,；り］n新聞

2017年7月101=1 RKKラジオ 「熊本よかもん見つけ

隊」

2017年以期： 「熊大辿信」vol.65

［クマダイ迫跡巡り」を利用した遥跡巡りの様子

第田荘 文化財活用活動の記録



In currenl year. we h,ivc started revival from earthquake 
disaster d:=11nages inじarncs1.The work is the normal facilities 
maintenance that became the reservation because of 1111 
earthquake disasLer and correspo11dencc to earthquake clisaste, 
damages. The number of invesiigations in the current yc.ir 
excavation is 3. presence invcstigntions is 37. 

In Kyomachi area. the personnel office building o「lhe

ckmcntary school Hll,H.:hed to faculty of education which 
ear山quakedisaster damage was he;wy will be rebuilt at the same 
place. ¥Ve carried out an presence investigation 10 conlirm the 
sit uaLion of I he remains around and bet ween Lhe buildinl{ basics 
before dis111a11tling. And we confirmed Lile situation of rc1n,1ins 
about the range of lhじ newbuilding (1707 cxc;1vatio11 spot) 
,-\~ the result. we found some pit dwellings,111d postholC's of 
>Jara ~ Heian period. nn<l relics of Jomon. Y11yoi. >Jara ~ I lcinn 
,md modern period. The situaLion of the remain~ is fine. so this 
information will be useful for a construction dcsiun ;111cl the plan of 
our work around Lhis area in the future. 

In Kurolrnmi somh area. Kruokami south C2 (~\rchi1ccture 
and Building Engineering. Civil and Gnvironmcnlal Engineerin1t) 
whic:h earthquake disaster damage was heavy will be rebuilt 
;11 the same place. too. The range of the new building-is planed 
that a range i~ expanded on the nonh side. the cast side from an 
existing building. Because the foundaiiun of this building under 
1hc ground w;1s deep i11 1hc existing building. remains were not 
lefL between building basic~. but. in the neighborhood. we・ found 
n:mains as expected. ¥¥"e found some pit cl1,・ellings and 1hrce big 
ditches and a lot of postholes of Nar,1 -Heian and modern pc:riod 
072~ excavation spot). The renrnins in rhe r;inge of tJ1e existing 

building have been alrcadr lost. bu1 became,・aluable infornrn1io11 
to bind the i11vestigatio11 result Lhat has been carried out in both 
East-West ;ireas of Kurokami solllh area tugelher. 
For a n (、nvironmentalimprovement prnjecL Jhe old 

adminisu-.1tion building demolition work of thじ hospitalall,Khed 
to the medical department in Hnnjo north area was big work. 
The remains were avoided destruction between building b;isics of 
the old ;1d111i11is1ration building (1708 excavation spot). At this 
research point. we found street ruins that leading from Kum,1111010 
c;astle tO Hyuga (curremly'.¥'1iyazaki Prefecture). was called 

llyuga Oukan. It is sunken road-formed rare structure in spite 
of this way going along tJ1c level ground. It was recogni,:ed Lhat 
the street became extinct when L'nivcrsily hospital moved to the 
present loしa1ionby rcm;iins. II is the magnificent results that 
Ihillking aboul lhe changC of lhc caSl|l! l()IVn from Edo era I(） lhl! 
M』iera as the new knowledge. 

In addition. we carried out prじsenceinvestigation ;ind 
cxc,l¥'ation during the work of municipal road widening with 1he 
rebuilding of the Ryuji11 bridge in I<urokami north and south area. 
and caJ-ried out presence investigation and excavation during the 
updare work of lJ1e lifeline in I Ionjo south area. 
There was a nolablc mauer [ his ycar. I l is lhal thcrc was 

the support of the investigator from researchじClllcrfor buricd 
じullllr,iJproperties. Kagoshima University. Successful execution of 
tlw works oll'es a lot to this human support in this year. 
We really appreciate I hank for flexible idea and correspondence 

of Kagoshima University, rじsearrhcenter for buried cultural 
properties. K,1goshi11rn University and faじiiiLies depa rt111cn l. 
Kumamow u11ivcrsiLy very much. 
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1.熊本大学埋蔵文化財調査センター規則 (1129.4.1~)

（趣旨）

窮 1条 この規則は．熊本大学学則（平成16年 4)ll l]制定）窮9条第 2項の規定に基づき．熊本大学埋蔵文化財調究

センター（以下 「センタ ー」という ．）に関し必災な事項を定める．

（設硲目的）

第2条 七ンターは．熊本大学 （以下 「本学」という ．）に所在する辿跡を発掘調究するとともに出」；した埋蔵文化

財を記録（i)|究、保存及び活川し． もって本学の教宥研究に寄与することを 「11'1りとする．

（業務）

第3条 センターは．次に掲げる業務を行う．

(I) 埋蔵文化財調介の実施，t|画の立案及び実施に関すること．

(2) 出上 した埋蔵文化財の腋理・研究．保管｝文ぴ保存に関すること．

(2) 文化庁等に提出する報佐占の作成に関すること．

(4) その他センタ ーの目的を逹成するために必淡な事項

（戦員）

第4条 センターに次に掲げる職貝を骰＜．

(l) センター長

(2J 尋任教貝

(3) その他必要な職貝

（センター長）

第5条 センター長の選考は．本学の小任の教授のうちから，第7条に規定する委員会の1iiilt1Jに基づき．学長がおこな

う．

2 センター長はセンターの業務を党理する

3 センター長の任期は， 2年とし．Iり任を妨げない．

4 センター長に欠具が生じた場合の補欠の七ンター長の任期は．1i1i項の規定にかかわらず． 1)1j任者の残任期間とする．

（専任教は）

第6条 専任教貝の選考は．熊本大学‘・；i：内共同教宥研究施設等の人’li等に関する委員会の議に）＆づき．学長がおこなう．

2 専任教員の選考に関し必要な事項は．別に定める．

（委員会の設骰）

第7条 センターの秤耶運営に1見するl.ji項を審議するため．熊本大学埋蔵文化財調森セ ンタ ー述噛委員会 （以下 「委員

会」という． ）を附＜．

（委員会の組織）

第8条 委員会は．次に掲げる委員をもって糾織する．

(I) センター長

(21 センターの内イモ教員

(3) 文学部及び教脊学部から選出された教授又は准教授 各1人

印 法学部大学院社会文化科学研究科又は大学院法曹投成研究科から選出された教授又は准教授 l人

(5) 大学院先端科学研究部から選出 された教授又は准教授 2人

(6) 大学院生命科学研究部の医学系又は医学部附屈病院から選出された教授又は准教授 1人

(7) 大学院生命科学研究部の保健学系及び薬学系から選出された教授又は准教授 各1人

(8) 発生医学研究所．生命ftil尿研究・支援センタ ー又はエイズ学研究セ ンターから選出された教授又は准教授 l人

(9) 迎‘腐基盤管J:Il暉施設管理課長

(10) その他センター長が必要と認めた者 が；卜人

2 前項第3号から第8号まで及び第l0号の委具は． 学辰が委l屈する．

3 第 1Jji第3号から第8号までの委具の任期は． 2年とし．再任を妨げない．

付篇 1 2017年度熊本大学埋蔵文化財保護対策組織
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4 第 l 項第 3 りから第 8 りまでの委員に欠貝が,,,.じた場合の補欠の委且の任期は． 1)1j瑣の規定にかかわらず， 1lij •ff：者
の残任期liりとする．

5 第 1項第1(）号の委員の任期は．学艮が委,w邸の都l文定めるもの とし． 11}（モを妨げない．

（委員会の呼福他li•項 ）

第9条 委員会は．センターに関する次に掲げる’li.Jii（熊本）ぐ芥学l}、lJし1司教育研究施設等の人’li等に関する委員会）糾！lj

（‘|吼成16年4Jl l 1:1制定）第3条に定める事項を除く．）を＇船議する．

II) センターの業務に関すること

12) センター長候補者のHiii}，しに関すること．

(:3) 施設及び l：坑に関すること．

(4) その他センターの竹狸迎営に関すること．

（委員長）

第10条 委具会に．委具 i史を ii，•｛き ， センター長をもって充てる，

2 委貝長は．委員会を招集し．その議長となる．

3 委員長に’li故があるときは，委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代行する．

（謡1i• ) 

第11条 委員会は．委具の過‘ド数が111/,'jr;しなければ．議事を1開き ，議i)とをすることができない

2 委且会の議事は．出I[｛；した委員の過半数をも って決し II［否同数のときは．議長の決するところによ る．

（邸見の聴取）

第12条 委員艮は，必要があるときは，委員以外の者を委u会に出11,9¢させ，意見を聴くことができる．

( •Ji. 務）

第13条 センター及び委且会の事務は，述党某盤狩理部施設企Iiliユニ ッ トにおいて処狸する．

（雑 ！Ill)

第11条 この規則に定めるもののほか七ンターの巡営に l¼J し必要な事O'［は，セン ター長が別に定める，

附’ ↓I Il 

j この規則は．平成23年LO月1[Iから施行する．

2 国立大学法人熊本大学J里蔵文化財調究委員会規則 (1勺成16年4月 III制定）及び熊本）く学JII{蔵文化財調在至災Jii

（平成16年11J J 1日制定）は．廃1卜する

3 この規則施行後．最初に任命されるセンターliは第5条第 1J11の規定にかかわらずこの規別により選考された

ものとみなす

4 この規則施行後．最初に任命されるセンター長の任期は第 5条第 3項の規定にかかわらず．平成25年3月3111ま

でとする

5 この規則施行後，最初に委嘱される第8条第 lJli第 3-｝｝及び第4号の委員の任期は同条第3項の規定にかかわら

ず平成25年3月3111までとする．

Ii(•l’ 則 （平成24年12)]2711規則第142号）

この規則は．1勺成25年4)l]日から施行する．

附 [IIl （平成27年3)113[1規則第94り）

この規則は．平成27年4JJ I日から施行する．

附則 （平成28年2月51□1規則第 9け）

この規則は．ギ1成28年4)ll |」から施行する．

附'tIll （平成28年3Jj 111規則第30号）

この規則は． 平成28年4Jl I Elから施行する．

附則 （平成28年9月2311規則第4(）4け）

この規則は．平成28年9月23Hから施行する．

附' HIl （平成29年 3JJ 31日規則第l53号）

この規則は． ‘|勺成29年4月 IHから施行する．

付篇 1 2017年度熊本大学埋蔵文化財保譲対策組織



72 

2. 2017年度熊本大学埋蔵文化財保護対策組織

1 J阻蔵文化財調壺センター組織

くセンター長＞

く専任教Li>

(iji：・文学部教授）

く技術補佐貝＞ （20l5年5Jj ~) 

(20」7イ1,11/]~) 

く事務h|i{liii> （20]6年4月～）

＜室内作菜貝＞ （2017年4月～2018年3)l)

(2017{J:C 6月～2018'.f3 JJ) 

(2017イド6月～9月）

2 J」Ili祓文化財調査センター述営委員会

委員長 伊藤 花彦 (JIJ!蔵文化財謳lftセンタ ー長）

委員 IJヽ‘IIII弘己 （文学部教授）

神野雄-. （教育学祁教授）

平III 元 （大学院法l'り蘊研究科教授）

中田 lIlt彦 （大学院先端科学研究部淮教授）

伊東 龍一 （大学院先端科学研究部教授）

宇街 珈 Ifl'！|： （医学部附属病院教授）

米田 秤也 （大学院生命科学研究部保健学系准教授）

杉iiIi ]：：l1,＇i. （大学院生命科学研究部楽学系准教授）

古嶋 ll{11様 （生命廂源研究 ・支援センター准教授）

松下 栄司 （巡営基盤秤則部施設岱理課艮）

伊藤 正彦 （狸蔵文化財調在センタ ー長）

大坪 志—(• (J里蔵文化財調1tセンターしIJて1T：教員）

山野ケン1肋次郎（埋蔵文化財批l1tセンターし川「：教貝）

徘謡事項

20l7年5J-l 10日 議迎

伊藤 II:．彦 (2017.4.1-)

人 坪 志 了・

山野ケン陽次郎

古留広

_L•野雄i)t 

柑[rrI春美

|｛il『l籾子

後藤忠

il：口路

鬼塚美枝

小山 正—[•

JI••上裕美

IVi藤 （憂―f•

求吉 美紀

J-,；(1 1 |； 弘子

t壬JUJ (2017.4.1 ~2019.3.31) 

(2017.4.1 ~2019.3.31) 

(2017.4.J ~2019.3.31) 

(2017.4.1 ~2019.3.31) 

(2017.4.1 ~2019.3.31) 

(2017.4.J ~2019.3.31) 

(2017.4.1 ~2019.3.31) 

(2017.4.1 ~2019.3.3]) 

(2017.4.1 ~2019.3.31) 

(2017.4.1 ~2019.3.31) 

(2017.4.1 ~20 l9.3.31) 

l) •1z.)成29年度埋蔵文化財包蔵地における士木工事予定ー＇此について

2) 1勺成29年1文j!Il蔵文化財調査センター予符配分 （茶）について

3) J!l¥1淡文化財調1t七ン ター教貝の任JU)iIil)見直しについて

4) J!Iり巌文化財調杏七ンター教員の人事計画について

5)その他

報告

l)、ド成28年度狸蔵文化財発掘調1註＇i呆一党について

2)‘If.成28年9虻埋蔵文化財調杏センター予初の支出尖紐について

3) その他

付篇 1 2017年度熊本大学埋蔵文化財保護対策組織
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［調査員l
大坪志子

く研究発』む＞

・「蛍光 X線分析 (XRF)と i7.}成分分析 (PCA)の石材liJf究への利用」 ど・古学研究会岡山2017年11J j例会

(2017年］1月1l「I. 岡山人学） （共Ilil：森康（北九州市立自然史・歴史1収物館））．

く科学研究1It>

・「九州縄文時代後晩期における］，:．と縄文文化の実証的（i/|究j杓成29~32年度科学研究骰補助金 基盤研究 (B)（研究

代表者）．

<il1『itii>

・「石製装身具の現在と研究法」宮崎県考古学会総会 (2017年6月4LI、生LIの杜逝古館）．

くその他＞

・大分県法垣辿跡Ill|：石製装身具に関する1祈見 「法担追跡3.！1次調査j中iIt市文化財調オ稽ll i胄•第84集中訃叫i教育委ll

会． pp.1'13.

• 長崎県原の辻辿跡調壺指祁委員会 (2017年 12J-lll 「l 、長崎県JI![蔵文化財センター ） ．

・熊本県輻・津留辿跡出石製装身具に関する '、1J[|＂l調杏 (2018年2月25-26 II.愛媛大学）．

・熊本大学オープンキャンパス2017 2017年8Ji 5 II. 

山野ケン陽次郎

く論文＞

・「琉球列島における縄文時代後晩期の貝製品と製作技術」：l鹿児島考古」(47).pp.25-311. 

く科学研究骰＞

• 平成29年）虻科学研究骰助J}炉li·業 「先史時代におけるマリアナ語島の貝類利川の杓古学的研究」 若手iiJf究 ( B ) 9i)I究代

表者

•平成29年度科学研究牝IJJJJ戊事業 「3~7Ill:紀の琉球列島における人と文化の交流史研究」．JJ盤研究 (B)研究分担．

＜講浙＞

• 平成29年炭熊本県翡等学校教育研究会地学部会総会「熊本大学．黒髪南キャン パスの発掘調1!t - 辿跡は何を語るのか

ー」(2017年 5月261].男女共同参11lijセン ター はあもにい）．

くその他＞

.)⑭城lllf下原洞穴辿跡出土貝製品に関する所見 2018年3月1911~21「|．

・RKKラジオ番組 「小松士[!|Sのラジオのたまご」 2017年7JJIOLI.

・熊本大学オープンキャンパス2017 2017年 8月5「I.

付篇2 埋蔵文化財調査センター2017年度鯛査 ・研究活動記録
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図12「熊大造跡 アプリで 「発掘」」

（朝日新聞 2017年6月5日23面転載）

図13「熊大の追跡 アプリ と巡る」

（熊本日日新聞 平成29年5月19日12面転載）

付荒3 埋蔵文化財調査センター2016年度新聞記事
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